
インフルエンザ予防接種のご案内
ごみの持込方法の変更と分別について
伊豆の国市 20 歳のつどい

特集「みんなの交通」
まかせて会員・子育て支援員養成講座
骨髄移植ドナー支援事業が始まります
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印
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ア
サ
ダ
印
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株
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会
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再
生
紙
使
用

平成 30 年～令和 2年の各 11 月
生まれ（２～４歳まで）のお子さんを
募集します。電話またはメールで10
月 10 日（月・祝）ま
でに申し込みくださ
い。詳しくは市HPを
ご覧ください。
問協働まちづくり課
☎055-948-1412

市 HP（携帯版）
QR コード

穐
あきやま

山 結
ゆい

樹
き

 さん（守木）
（平成 30 年 10 月 31 日生）

ハロウィン生まれでいつも元気で

動物と妹に優しいゆいくん ! 誕生

日おめでとう !

おしゃべりもおしゃれも大好きな

なちゃん♪元気に大きくなぁれ！

山
やまもと

本 菜
な な か

々華 さん（長岡）
（平成 30 年 10 月 9日生）

とっても優しくてしっかり者のそ

うちゃん。いっぱい遊んで大きく

なってね！だいすきだよー！

パパの作るご飯が大好きなあおい

くん。いつも幸せをありがとう！

たくさん笑って大きくなってね。

笑顔がとっても素敵なハナちゃん。

これからも元気いっぱい大きく

なーれ。大好きだよ！

いつもニコニコでイタズラっこの

ゆきな。元気いっぱいたくさん遊

んで食べて大きくなってね！

4 歳のお誕生日おめでとう。やん

ちゃでマイペースだけど愛嬌たっ

ぷりなこうちゃんが大好きだよ。

丸
まるはま

濱 蒼
あおい

さん（古奈）
（令和 2年 10 月 9日生）

稲
いなむら

村 英
はな

さん（南條）
（平成 30 年 10 月 7日生） いつもニコニコな悠斗！お友達と

たくさん遊んでおおきくなぁれ！

お誕生日おめでとう！

與
よ

五
ご

澤
さわ

悠
はる

斗
と

さん（三福）
（平成 30 年 10 月 6日生）

山
やま

田
だ

幸
ゆき

奈
な

さん（神島）
（令和 2年 10 月 28 日生）

日
ひ

吉
よし

昂
こう

稀
き

さん（田原野）
（平成 30 年 10 月 15 日生）

いつも笑顔のりっちゃん。4 歳の

お誕生日おめでとう。これからも

沢山の笑顔を見せてね。

相
あ い そ

磯 律
りつ

さん（天野）
（平成 30 年 10 月 31 日生）

パパママねぇねココたいがはヒナが

大好き！みんなの宝物♪これからも

たくさんギューッてしようね！

芦
あしかわ

川 陽
ひ な

花 さん（四日町）
（平成 30 年 10 月 27 日生）

原
はら

颯
そう

汰
た

さん（大仁）
（平成 30 年 10 月 23 日生）
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大正６年（1917）に駿豆鉄道株式会社（現在の伊豆箱根鉄道株式会社）が
初めて導入した電車。自動車と並んで走るところを撮影した貴重な写真。

P.4 ～5
公共交通の「昔」

P.6 ～7
公共交通の「今」

P.8 ～11
公共交通の「未来」

【Personal Transport

：
個
別
交
通
】

マ
イ
カ
ー
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
な
ど
、
個
人

が
所
有
す
る
交
通
手
段
の
こ
と
。
公
共
交
通
の

対
義
語
と
し
て
、
こ
こ
で
は
そ
う
呼
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

個
別
交
通
が
増
大
す
る
現
代
に
お
い
て
、
公

共
交
通
は
、
利
用
者
が
減
り
、
運
営
の
危
機
に

陥
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
公
共
交
通
は
必
要
な
く
な
る
の
で

し
ょ
う
か
？

　

公
共
交
通
の
過
去
、
現
在
を
振
り
返
っ
て
、

未
来
の
形
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【Transfer : 

移
動
】

生
物
が
場
所
を
移
し
変
え
る
こ
と
。
多
く

の
生
物
と
同
様
に
、
人
間
も
ま
た
、
移
動
す

る
こ
と
な
し
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。

【Public Transport

：
公
共
交
通
】

不
特
定
多
数
の
人
々
が
、
移
動
の
た
め
に

利
用
す
る
交
通
機
関
の
こ
と
。
明
治
時
代
頃

ま
で
は
渡
し
舟
、
馬
車
、
汽
車
な
ど
を
指
し
、

交
通
網
が
発
展
し
た
近
代
以
降
に
お
い
て
は

鉄
道
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
を
指
し
ま
す
。

　

公
共
交
通
は
、
時
代
や
人
々
の
ニ
ー
ズ
に

よ
っ
て
、
形
を
変
え
て
き
て
い
ま
す
。
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問 協働まちづくり課
☎ 055-948-1412
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今
か
ら
１
２
４
年
前
の
明
治
31
年

（
１
８
９
８
）、
豆ず

相そ
う

鉄
道
が
、
三
島
町（
三

島
田
町
）―
南
條（
伊
豆
長
岡
）間
で
開
通
し

ま
し
た（
現
在
の
伊
豆
箱
根
鉄
道
駿
豆
線
）。

伊
豆
長
岡
に
は
、
伊
豆
三
古
湯
の
一
つ
で

１
３
０
０
年
の
歴
史
を
も
つ「
古
奈
温
泉
」

と
、
明
治
に
開
湯
さ
れ
た「
長
岡
温
泉
」
が

あ
り
、
鉄
道
に
乗
っ
て
、
遠
方
か
ら
多
く
の

湯
治
客
が
訪
れ
ま
し
た
。
大
正
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
、
多
く
の
旅
館
が
開
業
し
、
与

謝
野
晶
子
、
北
原
白
秋
、
武
者
小
路
実
篤
な

ど
の
文
豪
が
滞
在
し
、
作
品
を
執
筆
し
た
と

い
い
ま
す
。

　

自
動
車
は
、
20
世
紀
半
ば
ま
で
大
衆
車
が

普
及
せ
ず
、
一
部
の
富
裕
層
し
か
所
有
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当
時
の
伊
豆
長
岡
に
は

犬
養
毅
な
ど
の
政
治
家
が
別
荘
を
構
え
る
な

ど
の
背
景
か
ら
、
当
時
で
は
珍
し
か
っ
た
車

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
い
ま
す
。

　

明
治
32
年（
１
８
９
９
）に
は
、
南
條（
伊

豆
長
岡
）―
大
仁
間
も
開
通
。
大
仁
駅
が
で

き
た
こ
と
で
、
駅
を
拠
点
と
し
て
数
々
の
産

業
が
興
り
ま
し
た
。
東
洋
醸
造（
現
・
旭
化

成
フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社
）や
東
京
電
気（
現
・

東
芝
テ
ッ
ク
株
式
会
社
大
仁
工
場
）と
い
っ

た
企
業
が
根
付
き
、
湯
治
客
は
大
仁
駅
か
ら

温
泉
場
へ
向
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
正
８
年（
１
９
１
９
）に
駿
豆

線
と
し
て
全
線
が
電
化
し
、
大
仁
―
修
善
寺

間
が
開
通
し
た
の
は
大
正
13
年（
１
９
２
４
）

の
こ
と
で
し
た
。

　

鉄
道
開
通
の
歴
史
は
、
伊
豆
の
国
市
の
発

展
の
歴
史
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
豆
の
国
市
内
の
バ
ス
が
運
行
を

始
め
た
の
は
大
正
６
年（
１
９
１
７
）。
東

海
自
動
車
の
前
身
で
あ
る
伊
東
自
動
車
の
伊

東
―
大
仁
間
の
乗
合
自
動
車
が
最
初
で
し

た
。
そ
の
後
、
バ
ス
の
発
展
は
、
戦
争
を
機

に
燃
料
や
資
材
の
制
限
を
受
け
て
縮
小
の
傾

向
が
あ
っ
た
も
の
の
、
戦
後
の
混
乱
期
か
ら

高
度
経
済
成
長
期
に
か
け
て
人
々
の
生
活
は

豊
か
に
な
り
、
レ
ジ
ャ
ー
や
旅
行
に
向
か
う

人
々
の
バ
ス
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
人
に
と
っ
て
、「
移
動
手
段
＝

公
共
交
通
」の
時
代
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

明治時代に田方平野を走った
　　　　　米国ボールドウィン社製蒸気機関車

大正２年（1913）頃の大仁駅。中伊豆の玄関口だった駅には活気がありました。鉄道を
使って市場まで製品を運ぶために、工場と駅の間を多くの馬車が行き交いました。

昭和23 年（1948）に全国初の国産ディーゼルボンネットバスが導
入され、その後、伊豆地域は観光客でにぎわいました。

昭和30 年（1955）頃の古奈温泉街。当時はまだ自動車
が多くないため、道路は舗装されていませんでした。

昭和初期の長岡温泉街。明治40 年（1907）に発見された
新しい温泉により、街は一大旅館街に発展しました。

大
正
10
年（
１
９
２
１
）当
時
の

　
　
　

駿
豆
鉄
道
の
新
造
電
気
機
関
車
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昭
和
35
年（
１
９
６
０
）に
国
道
１
３
６

号
が
大
仁
ま
で
開
通
し
、
昭
和
39
年

（
１
９
６
４
）に
は
伊
豆
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が

開
通
、
昭
和
40
年（
１
９
６
５
）に
は
主
要

地
方
道
沼
津
伊
東
線
が
開
通
し
ま
し
た
。
あ

ち
こ
ち
に
道
路
が
開
通
す
る
こ
と
で
、
公
共

交
通
の
選
択
肢
は
鉄
道
だ
け
で
は
な
く
、
路

線
バ
ス
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
か

つ
て
は
一
部
の
人
た
ち
し
か
持
て
な
か
っ
た

自
動
車
も
、
次
第
に
庶
民
の
手
が
届
く
価
格

に
な
っ
て
い
き
、
今
か
ら
50
年
ほ
ど
前
の
昭

和
40
年
代
後
半
に
は
全
国
的
な
モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン（
車
社
会
化
）、
マ
イ
カ
ー
ブ
ー

ム
が
到
来
し
ま
し
た
。
駅
や
停
車
場
を
介
さ

な
く
て
は
な
ら
な
い「
不
便
」な
公
共
交
通

に
対
し
、
自
分
の
行
き
た
い
場
所
ま
で
快
適

に
行
け
る「
便
利
」な
個
別
交
通（
自
動
車
）。

そ
し
て「
一
家
に
一
台
」だ
っ
た
自
動
車
は
、

平
成
の
頃
に
は「
一
人
に
一
台
」と
な
り
、

道
路
や
駐
車
場
は
、
自
動
車
で
埋
め
尽
く
さ

れ
る
時
代
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
個
別
交
通
が
増
大
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
公
共
交
通
の
利
用
者
が
減
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
日
本
の
公
共
交
通
は
、
営
利

を
目
的
と
す
る
民
間
企
業
が
経
営
し
て
い
る

た
め
、
お
客
さ
ん
が
乗
ら
な
け
れ
ば
路
線
や

経
営
を
維
持
で
き
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
の
都

市
に
お
い
て
公
共
交
通
事
業
の
経
営
状
況
は

赤
字
で
あ
り
、
全
国
的
に
は
運
営
の
危
機
に

陥
っ
て
い
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。　

　

令
和
の
現
代
、
公
共
交
通
は
か
つ
て
の
よ

う
な「
誰
も
が
必
要
と
す
る
」時
代
で
は
な

く
な
っ
た
た
め
、
市
内
の
公
共
交
通
事
業
者

は
、「
誰
か
に
必
要
と
さ
れ
る
」た
め
の
努

力
と
変
革
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
　

大河ドラマ「鎌倉殿の13 人」のラッピング電車。令和５年1月
15 日（日）まで韮山時代劇場の大河ドラマ館の入場券がつい
たセット乗車券も販売されています。

修善寺駅―河津駅間、修善寺駅―亀石峠間で運行しているサイ
クルラックバス。バスのフロント部に2台、バス車内に1台の自
転車を積載することができます。予約は不要で、無料で利用す
ることができます。

ビアガー電車・ハロウィン電車・バレンタイン
電車など様々なイベント電車を運行中です。

東海バスの全路線バスに導入された交通
系IC 端末。バスへの乗降時、端末にカード
をタッチすることで、カードにチャージ
された金額から乗車賃が支払われます。
お釣りが発生しないため、バスの停車時
間を短縮することができます。

日曜日夕方の国道136 号。県内ナンバーと県外ナンバーが行き交い、混雑しています。

0

1000 万台

2000 万台

3000 万台

4000 万台

5000 万台

6000 万台

7000 万台

8000 万台

令和 3年平成 23 年平成 13 年平成 3年昭和 56 年昭和 46 年

自動車保有台数の推移

伊東市を舞台にしたアニメ「あまんちゅ！」のラッ
ピングバス。熱心なファンがラッピングにかかる
費用を集め、東海バスに要望したことで実現しま
した。平成28 年8月に運行を開始し、現在は計2台
が伊東市内を走行中です。

2022.10.1
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今
後
、
公
共
交
通
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い
て
は

い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
で
は
有
名

に
な
っ
た
ハ
ー
ト
型
の
つ
り
革
も
若
い
社
員

の
ア
イ
デ
ア
で
し
た
。
鉄
道
会
社
の
堅
い
イ

メ
ー
ジ
を
取
り
払
い
、「
お
も
し
ろ
い
」と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

か
つ
て
は
多
く
の
人
に
使
わ
れ
て
い

た
公
共
交
通
で
す
が
、
マ
イ
カ
ー
の
台

頭
、
沿
線
人
口
の
減
少
を
う
け
、
こ
れ
か

ら
は
個
人
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
課
題
が

「M
マ
ー
ス

aaS
（M

obility as a Service

）」
で
す
。

こ
れ
は
、
既
存
の
公
共
交
通
機
関
に
シ
ェ
ア

サ
イ
ク
ル
な
ど
の
新
し
い
移
動
手
段
を
組
み

合
わ
せ
、
検
索
か
ら
支
払
い
を
一
括
で
行
う

サ
ー
ビ
ス
で
、
便
利
な
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
課
題
解
決
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

観
光
客
に
対
し
、
公
共
交
通
の
利
用
を
促

進
す
る
取
り
組
み
は
し
て
い
ま
す
が
、
や
は

り
一
番
利
用
し
て
ほ
し
い
の
は
、
沿
線
の
住

民
の
皆
さ
ん
で
す
。
伊
豆
の
国
市
内
に
は
、

バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
が
発
着
す
る「
温
泉
駅
」

が
あ
り
ま
す
が
、
温
泉
街
を
盛
り
上
げ
る
中

心
地
に
し
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
。

　

大
正
６
年（
１
９
１
７
）に
伊
東
自
動
車

株
式
会
社
と
し
て
創
業
し
て
か
ら
現
在
ま
で
、

バ
ス
一
筋
で
経
営
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
利

用
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
て
い
ま
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
拡
大
す
る

た
め
、
伊
豆
と
い
う
地
域
柄
を
利
用
し
て
観

光
客
向
け
の
運
行
や
バ
ス
ツ
ア
ー
の
実
施
を

し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
社
会
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
公
共
交
通
に
与
え
る
影
響
も
大
き
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
自
ら
車
を
運

転
し
て
移
動
を
し
て
い
た
人
た
ち
が
高
齢
に

な
り
、
免
許
を
返
納
し
た
と
き
に
最
後
の
移

動
手
段
と
な
る
の
が
公
共
交
通
で
す
。
し
か

し
、
免
許
を
返
納
し
た
と
き
に
は
す
で
に
身

体
が
弱
り
、
バ
ス
停
ま
で
歩
け
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
必
要
な
と
き
に
使
う
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
状
況
を
回
避
す
る
た
め
、
免

許
の
返
納
前
に
マ
イ
カ
ー
と
併
用
し
て
バ
ス

を
使
っ
て
み
て
ほ
し
い
で
す
。
意
外
に
も
よ

く
言
わ
れ
る
の
が「
バ
ス
の
乗
り
方
が
分
か

ら
な
い
」と
い
う
こ
と
。
小
学
生
向
け
教
室

だ
け
で
な
く
、
免
許
返
納
を
見
据
え
て
高
齢
者

向
け
の
教
室
も
出
張
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

さん

さん

千代田区見守り隊
ボランティア移送ボランティア移

観光客や高齢者など
　新たなバスの可能性を模索

鉄道会社の壁を超えた
　　　　新しい公共交通

地域のあたたかさが
　高齢者の移動を支える

伊
豆
箱
根
バ
ス（
株
）で
は
、
沼
津
駅
｜

沼
津
港
間
に
お
い
て
、令
和
２
年
３
月
よ
り
、

国
内
初
の
民
間
事
業
者
路
線
バ
ス
と
し
て
Ｅ

Ｖ
バ
ス（
ｅイ

ー

コ

ム

Ｃ
Ｏ
Ｍ
―
10
）を
運
行
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
電
気
で
動
く
バ
ス
の
走
行
ス
ピ
ー
ド

は
、
時
速
19
㎞
未
満
。
窓
ガ
ラ
ス
が
な
い
開

放
的
な
作
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
運
行
区
間

の
約
２
㎞
を
15
分
か
け
て
低
速
走
行
す
る
た

め
、
景
色
を
の
ん
び
り
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
車
体
の
色
は
駿
河
湾
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ネ

イ
ビ
ー
色
の
環
境
に
や
さ
し
い
バ
ス
で
す
。

2022.10.1

　

静
岡
県
で
は
、「
し
ず
お
か
自
動
運
転

S

シ
ョ
ー

how
C

ケ
ー
ス

ASE

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
、
自

動
運
転
な
ど
の
最
新
技
術
を
活
用
し
た
移
動

サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
地
域
交
通
の
課
題
解
決
の

検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
証
は
松
崎
町
・

沼
津
市
・
掛
川
市
で
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
動

運
転
車
の
カ
メ
ラ
映
像
や
シ
ス
テ
ム
の
動
作

状
況
、
車
両
位
置
な
ど
の
運
行
状
況
を
監
視

し
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
令
和
６
年
か
ら
の

運
用
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

千
代
田
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
移
送
と

は
、千
代
田
区
に
住
む
高
齢
者
が
自
立

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、買
い
物
の

「
足
」を
確
保
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み

で
す
。実
現
ま
で
の
道
の
り
は
大
変
で

し
た
が
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
ち

ご
の
里
の
協
力
を
得
て
、活
動
２
年
目

に
突
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
移
送
の
利
用
者
は
毎

回
５
人
程
度
。７
月
に
は
希
望
者
が
３

人
増
え
、さ
ら
な
る
広
が
り
を
見
せ
て

い
ま
す
。私
た
ち
は
、他
に
も
登
下
校
の

子
ど
も
の
見
守
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。

何
よ
り
嬉
し
い
の
は「
あ
り
が
と
う
」

の
一
言
。活
動
を
通
し
て
地
域
全
体
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

コントロールセンター

代表

横
よ こ や ま

山 四
し ろ う

郎
事務局

仲
な か む ら

村 孝
た か よ し

良

バス計画部　計画課長

和
い ず み さ わ

泉澤 貴
た か は る

治

東海自動車株式会社

さん

総合企画部　次長

廣
ひ ろ せ

瀬 隆
た か ゆ き

幸

伊豆箱根鉄道株式会社

さん
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【
参
考
文
献
】

・
職
場
の
写
真
集（
伊
豆
箱
根
鉄
道　

駿
友
会
編
）

・
大
仁
町
制
施
行
50
周
年
記
念
写
真
集　

わ
が
ま

ち
お
お
ひ
と（
大
仁
町
役
場
総
務
課
編
）

・
町
制
施
行
70
周
年
記
念
誌　

あ
り
が
と
う
、
伊

豆
長
岡
。（
伊
豆
長
岡
町
編
）

・
目
で
見
る
三
島
・
伊
豆
の
１
０
０
年（
郷
土
出

版
社
／
佐
藤
小
一
郎
・
友
野
博
監
修
）

【
写
真
・
資
料
提
供
】

・
伊
豆
箱
根
鉄
道
株
式
会
社

・
東
海
自
動
車
株
式
会
社

・
静
岡
県
地
域
交
通
課

・
一
般
社
団
法
人　

自
動
車
検
査
登
録
情
報
協
会

　

公
共
交
通
を
使
う
と
、
マ
イ
カ
ー
に
は
な

い
、
い
ろ
い
ろ
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

普
段
は
マ
イ
カ
ー
の
皆
さ
ん
も
、
た
ま
に
は

路
線
バ
ス
や
電
車
、
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て

出
か
け
る
な
ど
、
公
共
交
通
を
上
手
に
使
っ

て
、
公
共
交
通
の
あ
る
未
来
を
支
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。（
完
）

　

全
国
的
に
進
む
少
子
高
齢
化
で
、
マ
イ

カ
ー
全
盛
時
代
に
も
、
陰
り
が
み
え
て
き
ま

し
た
。
若
者
の
運
転
免
許
保
有
者
の
減
少
、

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
免
許
返
納
な
ど
個
人

的
要
素
に
加
え
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ（
自

動
車
の
共
同
使
用
）、
自
転
車
な
ど
新
し
い

選
択
肢
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル（
脱
炭

素
社
会
）へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
社
会
的
要
素

に
よ
り
、
時
代
は
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

６
ペ
ー
ジ
で
も
お
伝
え
し
た
と
お
り
、
日

本
の
公
共
交
通
は
、
営
利
を
目
的
と
す
る
民

間
企
業
が
経
営
し
て
い
る
た
め
、
お
客
さ
ん

が
乗
ら
な
け
れ
ば
路
線
を
維
持
で
き
ま
せ

ん
。
公
共
交
通
は「
走
っ
て
い
る
の
が
当
た

り
前
」で
は
な
く
、「
誰
も
乗
ら
な
け
れ
ば

形
を
変
え
て
い
く（
＝
な
く
な
っ
て
い
く
）」

も
の
で
す
。
か
つ
て
の
渡
し
舟
や
馬
車
、
汽

車
が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
と
同
様
に
。

　

も
し
、
誰
も
が
マ
イ
カ
ー
も
持
た
な
く

な
っ
た
未
来
に
、
今
の
電
車
、
路
線
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
が
な
く
な
っ
て
い
た
ら
、
皆
さ
ん

は
ど
う
や
っ
て
移
動
す
る
の
で
し
ょ
う
。
そ

う
な
る
前
に
、
近
い
将
来
必
要
と
な
る
交
通

手
段
を
守
る
た
め
、
日
頃
か
ら
公
共
交
通
を

使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

2022.10.111 2022.10.1

メリット①

歩いて健康増進

メリット⑤

自由な時間を楽しめる

メリット③

地球にやさしい

市では、市内の全バス路線・バス時刻表を掲載した
「くらしの公共交通まるごとマップ」を作成し、公共
施設などに配架しています。
　市内をめぐる再発見の旅に出かけてみませんか？

　一度に多くの人が乗車できる公共交通は、自
動車よりも二酸化炭素の排出量が少ないこと
が国土交通省の調査で明らかになっています。
その量は、バスは自動車の約２分の1。電車は自
動車の７分の1です。

　運転手は交通事故の加害者になる可能性が
ありますが、公共交通はプロの運転手に安心し
て運転を任せることができます。

　自動車の運転中はよそ見は厳禁ですが、公
共交通での移動中は自由に過ごすことができ
ます。読書・仮眠・電子機器の操作など時間を
有効活用して楽しめます。

　自動車で出かけてお酒を飲んだ時に困る
のが帰宅の手段。自動車を置いて帰ると、そ
の間駐車料金が発生したり、また後日取りに
行く手間が発生します。往復の移動手段を公
共交通にしてみませんか？

　マイカーの維持には、車両の購入費用のほか、ガ
ソリン代や車検、保険料、駐車場代などさまざまな
費用がかかりますが、公共交通に必要な費用は主
に運賃のみでお財布にやさしい移動手段です。

　公共交通を利用すると、駅やバス停まで歩
くので、自然と歩数が増えます。普段マイカー
ばかりで運動不足の人は、月に一度、公共交通
の日を設けてみませんか？

メリット④

運転も任せて安心

メリット②

お財布にやさしいメリット⑥

お酒を飲んでも大丈夫



対
象
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ま
か
せ
て
会
員
へ
登
録
し
た
い
人
、
子

育
て
支
援
事
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
希

望
す
る
人
、
ま
た
は
興
味
が
あ
る
人

料
金
／
無
料

申
込
／
10
月
13
日（
木
）ま
で
に
電
話
、
も

し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム

か
ら

そ
の
他
／

・
託
児
あ
り（
要
申
込
）

・
１
講
座
の
み
の
受
講
可

・
ま
か
せ
て
会
員
と
し
て
登
録
し
た
い
人

と
子
育
て
支
援
事
業
に
従
事
す
る
こ
と

を
希
望
す
る
人
は
、
全
て
の
講
習
を
受

講
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
数
年
に
分
け
て
の
受
講
も
可
能
で
す
。

過
去
に
受
講
し
て
い
て
、
未
受
講
の
講

座
を
受
け
た
い
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

子
育
て
を
誰
か
に
手
伝
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は「
手

助
け
を
し
て
ほ
し
い
人
」と「
お
手
伝
い
し

た
い
人
」を
繋
ぐ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
子
育
て
が
ひ
と
段
落
し
た
今
、

子
育
て
中
の
人
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
は
？

子
育
て
中
の
家
族
が
安
心
し
て
育
児
が

で
き
る
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
た

市
民
同
士
が
有
償
で
お
子
さ
ん
を
預
か
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

〈
お
ね
が
い
会
員
〉

市
内
在
住
で
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と

す
る
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
が
い
る
人

〈
ま
か
せ
て
会
員
〉

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
育
児
の
サ
ポ
ー

ト
が
で
き
る
人

※
登
録
に
は
講
習
会
の
受
講
が
必
要
で
す
。

講
習
会
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
と
伊
豆
の
国
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
共
同
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

とき ところ
内容

午前 午後

10 月24 日（月）

大仁庁舎
会議室

　 子育て支援サービスを提供する
　 ために（オリエンテーション）

　 安全・事故（実習あり）

10 月27 日（木） 　 小児看護の基礎知識① 　 小児看護の基礎知識②

11 月1日（火） 　 保育の心 　 身体の発育と病気　

11 月8日（火） 　 子どもの生活へのケアと援助 　 子どもの遊び

11 月9日（水） 　 心の発達と保育者の関わり 　 障がいのある子の預かりについて

11 月17 日（木） 　 子どもの栄養と食生活①
　 子どもの栄養と食生活②
　 子育て支援サービスを提供するた
　 めに（会員証交付・閉講式）

▲市HP

C D

E F

G H

I J

K
L

B

M

A

　

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
は
、
事
業
者

が
自
主
的
・
積
極
的
に
環
境
配
慮
へ

の
取
り
組
み
を
行
え
る
よ
う
作
ら
れ

た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の

取
り
組
み
を
一
層
進
め
る
た
め
、
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
認
証
の
取
得
を

推
奨
し
て
お
り
、
取
得
し
た
事
業
者

に
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

取
得
事
業
者
支
援
補
助
金

問
環
境
企
画
課

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
２

補
助
対
象
者
／
市
内
に
本
社
ま
た
は

事
業
所
が
あ
り
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
21
の
認
証
を
取
得
し
た
事
業
者

（
認
証
取
得
日
か
ら
６
カ
月
以
内
）

補
助
対
象
額
お
よ
び
補
助
率
／

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
認
証
・
登

録
に
要
し
た
経
費
の
10
分
の
10
以

内
と
し
、
５
万
円
を
限
度

そ
の
他
／
内
容
の
詳
細
や
申
請
方
法

に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21

里親になりませんか？

「オミクロン株対応ワクチン接種」が始まります
新型コロナワクチン接種

相談

研修・家庭訪問

　日本には、さまざまな事情で実の親と暮らすことができない子
どもが、約 45,000 人います。家庭で暮らせない子どもの 8割は
施設で生活し、里親家庭などで生活する子どもは 2割ほどです。
　子どもができるだけ家庭と同様の環境で生活できるよう、里親
を増やす取り組みをしています。2、3日一緒に過ごしたり、一定
期間一緒に暮らしたり、子どもを預かる期間はさまざまです。
　お気軽に問い合わせください。

接種対象者
12 歳以上で、初回接種（1・2回目）を完了した人

接種券
・ すでに未使用の 3・4 回目接種券がある人は、
お手元の接種券をご利用ください。
・ 3 ～ 5回目の接種券がない人は、10 月上旬から
順次、最終接種から最低 5カ月が経過した頃を
目安に発送します。

使用するワクチン
・ ファイザー社製ワクチン（オミクロン株対応）
　→ 12 歳以上
・ モデルナ社製ワクチン（オミクロン株対応）
　→ 18 歳以上
※ 初回接種（１・2回目）には、オミクロン株対
応ワクチンは使用できません。

接種券発行申請
・電子申請
・窓口

注意事項
・ 初回接種が済んだ人は申請不要です。
　（初回接種を受けてから市内に転入した人、　
　紛失した人は発行申請が必要です。）
・ 電話や窓口は混み合うことが想定されます。電
子申請のご利用にご協力をお願いします。
・ オミクロン株対応ワクチン接種は現時点では 1
人 1回の実施となります。

申請先
健康づくり課（韮山福祉・保健センター内）
☎ 055-957-0028（受付時間：平日 8 時 30 分～
17 時 15 分）

● 費用
　里親手当 9万円（1人）／月＋養育費
　※条件あり
●サポート
　・里親同士の交流の場
　・里親専門の相談先
　・里親専門の保険　など

▼厚生労働省
　広げよう「里親」の輪

▲公益財団法人
　全国里親会

▲「里親」と「養子縁組」
　　の違い

子どもと交流

登録

迎え入れ

問 東部児童相談所
☎ 055-920-2085
問 福祉こども相談センター
☎ 0558-76-8010

問 健康づくり課　☎ 055-957-0028

▲電子申請はこちら

12 13 2022.10.12022.10.1

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ま
か
せ
て
会
員
養
成
講
座　

参
加
者
募
集

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
（
福
祉
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
８



【
対
象
児
】

市
内
在
住
で
、
平
成
29
年
４
月
２
日
〜
令
和
２
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
児
童

【
授
業
料
】

無
償

※
授
業
料
以
外
に
教
材
費
な
ど
の
実
費
負
担
が
発

生
し
ま
す
。
詳
細
は
入
園
を
希
望
す
る
園
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
給
食
費（
主
食
費
・
副
食
費
）】

　

園
に
よ
り
金
額
が
異
な
り
ま
す
。
園
に
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　

入
園
を
希
望
す
る
園
に
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
請
方
法
は
園
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
入

園
を
希
望
す
る
園
に
直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
市
外
の
園
を
希
望
す
る
場
合
】

　

申
込
期
限
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
園

に
直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。園
に
よ
っ
て
は
、

満
３
歳
か
ら
入
園
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
幼
児
教
育
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
４
７

問
幼
児
教
育
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
４
７

【
入
園
で
き
る
要
件
】

　

市
内
在
住
で
保
護
者
が
次
の
①
〜
⑤
の
い

ず
れ
か
の
事
情
に
よ
り
、
児
童
を
保
育
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。

①
月
60
時
間
以
上
働
い
て
い
る

※
自
営
・
農
業
な
ど
を
含
む

※
求
職
活
動
期
間
中
も
入
園
可
。
た
だ
し
、

入
園
後
３
カ
月
以
内
に
就
労
す
る
こ
と
。

②
病
気
や
負
傷
、心
身
の
障
が
い
、出
産（
出

産
予
定
月
の
２
カ
月
前
か
ら
出
産
後
の
２

カ
月
以
内
）

③
家
庭
内
で
、
長
期
に
わ
た
る
病
気
の
人
や

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
人
を
常
時
看
護
・

介
護
し
て
い
る

④
火
災
、
風
水
害
、
地
震
な
ど
の
災
害
復
旧

に
あ
た
っ
て
い
る

⑤
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
な
ど
の
お
そ
れ
が
あ
る

【
保
育
料
】

〇
３
〜
５
歳
児
／
無
償

〇
０
〜
２
歳
児
／
保
護
者
の
市
民
税
課
税
状

況
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。
毎
月
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
保
育
料
以
外
に
教
材
費
な
ど
の
実
費
負
担

が
発
生
し
ま
す
。
詳
細
は
入
園
を
希
望
す

る
園
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
給
食
費（
主
食
費
・
副
食
費
）】

〇
３
〜
５
歳
児
／
園
に
よ
り
金
額
が
異
な
り

ま
す
。
園
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
０
〜
２
歳
児
／
保
育
料
に
含
ま
れ
ま
す
。

【
受
付
開
始
】
11
月
15
日（
火
）

第
１
回
締
切　

11
月
30
日（
水
）

第
２
回
締
切　

令
和
５
年
１
月
31
日（
火
）

第
３
回
締
切　

令
和
５
年
３
月
15
日（
水
）

※
締
切
ご
と
に
調
整
し
、
入
園
を
内
定
し
ま
す
。

【
申
請
書
類
】

10
月
14
日（
金
）か
ら
幼
児
教
育
課
、
市
民
課

（
各
支
所
を
含
む
）で
配
布
。

【
受
付
場
所
】

幼
児
教
育
課（
あ
や
め
会
館
内
）　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）

※
提
出
書
類
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
。締
め
切
り
に
間
に
合
う
よ
う
、

早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

○
令
和
５
年
１
〜
３
月
の
入
園
希
望
者
の
う

ち
、
令
和
５
年
４
月
も
引
き
続
き
入
園
を

希
望
す
る
場
合
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

○
今
年
度
入
園
が
保
留
に
な
っ
て
い
て
、
令

和
５
年
度
も
入
園
を
希
望
す
る
場
合
は
、

改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。
確
認
書
類
を

送
付
し
ま
す
の
で
、お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

○
す
で
に
通
園
し
、
令
和
５
年
度
も
継
続
し

て
通
園
を
希
望
す
る
場
合
は
、
今
回
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
後
日
、
継
続
手

続
き
の
書
類
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
お
手

続
き
く
だ
さ
い
。

○
お
子
さ
ん
の
年
齢
や
保
護
者
の
就
労
条
件

な
ど
に
よ
り
、
希
望
す
る
園
へ
の
入
園
や

４
月
1
日
か
ら
の
入
園
が
難
し
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

○
育
児
休
業
明
け
に
希
望
す
る
場
合
は
、
入

園
し
た
翌
月
末
日
ま
で
に
職
場
復
帰
す
る

こ
と
が
申
請
の
要
件
に
な
り
ま
す
。

○
入
園
後
に
な
ら
し
保
育
を
行
い
ま
す
。
数

週
間
程
度
、
お
子
さ
ん
が
園
に
慣
れ
る
ま

で
は
、
短
時
間
か
ら
徐
々
に
通
常
の
保
育

時
間
に
し
て
い
き
ま
す
。

【
市
外
の
園
を
希
望
す
る
場
合
】

　

申
込
期
限
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
す

る
市
町
に
直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 園見学（土、日、祝日を除く）は各園で受付しています。必ず事前に園に連絡をしてください。

私立しょうれんじこども園
楽生・寿光 私立慈恩こども園 市立幼稚園

受付期間 11 月15 日（火）～30 日（水）（土・日・祝日は除く）

受付場所 しょうれんじこども園
楽生学舎　10 時～15 時

慈恩こども園
要事前連絡

  入園を希望する市立幼稚園
　14 時30 分～17 時

申請書類
配布方法

11 月１日（火）からしょうれ
んじこども園HPにてダウン
ロード可（楽生学舎でも配布）

  11 月1 日（火）から慈恩
こども園で配布

  10 月14 日（金）から幼稚園・
幼児教育課・市民課（各支
所を含む）で配布

申請方法（入園を希望する園に直接申し込みください）

園　名 電話番号 園　名 電話番号

私立しょうれんじ
こども園 楽生・寿光 ☎ 055-948-1258 市立富士美幼稚園 ☎ 055-949-4400

私立慈恩こども園 ☎ 0558-76-2552 市立のぞみ幼稚園 ☎ 0558-76-0438

市立長岡幼稚園 ☎ 055-948-6620 市立田京幼稚園 ☎ 0558-76-1430

市立共和幼稚園 ☎ 055-949-2700

市内の認定こども園・幼稚園

市内の認定こども園・保育園

※ 園見学（土、日、祝日を除く）は各園で受付しています。　必ず事前に園に連絡をしてください。
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※対象は令和5年4月1日現在の歳児（月齢）

令和 5 年度
4月入園

令和 5 年度
4月入園

園　名 電話番号 対象児 園　名 電話番号 対象

私立しょうれんじ
こども園  楽生・寿光 ☎ 055-948-1258 3 カ月児～

小学校就学前
私立韮山保育園 ☎ 055-949-2188 3 カ月児～

小学校就学前私立ちとせ保育園 ☎ 055-949-1826

私立慈恩こども園 ☎ 0558-76-2552 11 カ月児～
小学校就学前

市立長岡保育園 ☎ 055-948-1887
11 カ月児～
小学校就学前市立あゆみ保育園 ☎ 055-949-3277

私立クオレ保育園 ☎ 055-948-9949 3 カ月児～ 2歳児 市立ひまわり保育園 ☎ 0558-76-0439
私立そらいろ
ほいくえん ☎ 055-919-6816 2 カ月児～ 2歳児 市立ひまわり保育園

大仁分園 ☎ 0558-76-1173 11 カ月児～ 2歳児



放
課
後
児
童
教
室
と
は
、
労
働
な
ど
で
保

護
者
が
日
中
家
庭
に
い
な
い
小
学
生
に
、
放

課
後
、
安
定
し
た
遊
び
と
生
活
を
提
供
す
る

場
で
す
。
勉
強
の
指
導
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
対
象
】

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
令
和
５
年
度
に
市

立
の
小
学
校
に
就
学
予
定
の
児
童

【
入
所
で
き
る
要
件
】

児
童
の
保
護
者
お
よ
び
同
じ
敷
地
内
の
65

歳
未
満
の
祖
父
母
が
次
の
①
〜
⑤
の
い
ず

れ
か
の
事
情
で
放
課
後
や
土
曜
日
、
長
期

休
業
中
に
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

①
自
宅
の
外
で
働
い
て
い
る（
１
日
に
放
課
後

を
含
む
４
時
間
以
上
、
月
15
日
以
上
勤
務
）

②
自
宅
で
児
童
と
離
れ
て
日
常
の
家
事
以
外

の
仕
事
を
し
て
い
る（
１
日
に
放
課
後
を
含

ん
だ
４
時
間
以
上
、
月
15
日
以
上
の
勤
務
）

③
出
産
後
や
失
業
等
に
よ
り
求
職
活
動
を
し

て
い
る（
利
用
可
能
期
間
に
条
件
あ
り
）

④
病
気
や
負
傷
、
心
身
の
障
害
、
出
産（
出

　

血
液
の
難
病
は
、
今
で
は
骨
髄
移
植
に
よ

り
健
康
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
骨
髄
移
植
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
は
、
患
者
さ
ん
と
骨
髄
液
を
提
供
し
て
く

れ
る
人（
ド
ナ
ー
）の
白
血
球
型
を
一
致
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。一
致
す
る
確
率
は
、

兄
弟
姉
妹
で
も
4
人
に
1
人
、
そ
れ
以
外
で

は
数
百
人
か
ら
数
万
人
に
1
人
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
の
推
進
及
び

ド
ナ
ー
希
望
登
録
者
の
増
加
を
図
る
た
め
、

骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
者（
ド
ナ
ー
）

及
び
ド
ナ
ー
を
雇
用
す
る
事
業
所
に
対
し
て

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

産
予
定
月
の
２
カ
月
前
〜
出
産
月
の
翌
月

か
ら
２
カ
月
以
内
）

⑤
家
庭
内
の
長
期
に
わ
た
る
病
気
の
人
や
、
心

身
に
障
害
の
あ
る
人
の
看
護
を
し
て
い
る

⑥
災
害
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る

※
放
課
後
と
は
13
時
頃
か
ら
15
時
頃
ま
で

（
長
期
休
暇
中
は
こ
の
限
り
で
な
い
）

【
受
付
期
間
】

11
月
１
日（
火
）〜
11
月
30
日（
水
）８
時

15
分
〜
17
時
15
分
（
土
日
祝
は
除
く
）

【
負
担
金
】

▼
保
育
料
／
月
額
５
，０
０
０
円

▼
お
や
つ
代
／
月
額
２
，０
０
０
円

▼
傷
害
保
険
料
／
年
額
８
０
０
円（
予
定
）

※
月
途
中
の
入
退
所
に
よ
る
日
割
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
保
育
料
が
減
免
さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

【
開
所
時
間
】

▼
月
〜
金
曜
日
／
放
課
後
〜
18
時
30
分

▼
土
曜
日
、
夏
・
冬
・
春
休
み
／
７
時
30
分

【
助
成
対
象
】

・
ド
ナ
ー
／
①
か
ら
③
全
て
に
該
当
す
る
人

①（
公
）日
本
骨
髄
バ
ン
ク（
以
下
、
骨
髄
バ

ン
ク
）が
実
施
す
る
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
に

お
い
て
、
骨
髄
提
供
を
完
了
し
、
こ
れ
を

証
明
す
る
書
類
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

②
骨
髄
バ
ン
ク
が
実
施
す
る
骨
髄
バ
ン
ク
事

業
に
お
い
て
、
骨
髄
な
ど
の
提
供
を
完
了

し
た
時
点
で
、
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人

③
こ
の
助
成
金
と
同
様
の
趣
旨
の
ほ
か
の
補

助
金
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人

・
事
業
所
／
①
②
に
該
当
す
る
事
業
所

①
ド
ナ
ー
が
勤
務
す
る
国
内
の
事
業
所
な
ど

（
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
独
立
行
政
法

人
及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
を
除
く
）

②
ド
ナ
ー
に
ド
ナ
ー
休
暇
を
与
え
た
事
業
所

※
ド
ナ
ー
が
複
数
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い

る
場
合
は
、
ド
ナ
ー
が
指
定
し
た
１
つ
の

事
業
所
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

【
助
成
内
容
】

次
の
内
容
に
係
る
通
院
・
入
院
な
ど
に
要

し
た
日
数
に
応
じ
て
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

①
健
康
診
断
の
た
め
の
通
院

②
自
己
血
採
血
の
た
め
の
通
院

③
骨
髄
な
ど
の
採
取
の
た
め
の
入
院

④
そ
の
他
、
骨
髄
バ
ン
ク
ま
た
は
医
療
機
関

が
必
要
と
認
め
る
通
院
、
入
院
ま
た
は
面

談
。
た
だ
し
、
骨
髄
な
ど
採
取
の
た
め
の

手
術
ま
た
は
こ
れ
に
関
連
し
た
医
療
処
置

に
よ
っ
て
生
じ
た
健
康
被
害
の
た
め
の
も

の
は
除
く
。

【
助
成
額
】

・
ド
ナ
ー
／
１
日
に
つ
き
２
万
円

・
事
業
所
／
１
日
に
つ
き
１
万
円

※
１
回
の
提
供
に
つ
き
通
算
７
日
間
を
上
限

【
申
請
期
限
】

骨
髄
な
ど
の
提
供
が
完
了
し
た
日
の
翌
日
か

ら
１
年
以
内

※
骨
髄
な
ど
の
提
供
を
完
了
し
た
日
が
令
和

４
年
４
月
１
日
以
降
で
あ
る
こ
と
。

放課後児童教室名 定数

長岡南小学校放課後児童教室 70 人

長岡南小学校第二放課後児童教室 13 人

長岡南小学校第三放課後児童教室 39 人

長岡北小学校放課後児童教室 40 人

韮山小学校放課後児童教室 70 人

韮山小学校第二放課後児童教室 45 人

韮山小学校第三放課後児童教室 35 人

韮山南小学校放課後児童教室 70 人

子育て支援施設すずかけ館（大仁小） 70 人

子育て支援施設第二すずかけ館（大仁小）12 人

子育て支援施設あすなろ館（大仁北小） 45 人

子育て支援施設第二あすなろ館（大仁北小）18 人

※令和 4年 10 月現在
※ 第一教室・第二教室・第三教室の指定はできません。

〜
18
時
30
分

※
日
曜
日
・
祝
日
、
８
月
13
日
〜
15
日（
予

定
）、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
は
休
み

【
必
要
書
類
】

①
放
課
後
児
童
保
育
承
認
申
請
書
兼
児
童
台
帳

②
入
所
要
件
が
確
認
で
き
る
書
類（
就
労
証

明
ま
た
は
事
業
主
な
ど
の
証
明
が
必
要
）

③
調
査
承
諾
書

④
口
座
振
替
依
頼
書

※
申
請
書
類
は
、
学
校
教
育
課
、
各
放
課
後

児
童
教
室
、
市
民
課（
各
支
所
を
含
む
）

に
あ
り
ま
す
。
学
校
教
育
課
に
提
出
く
だ

さ
い
。

【
そ
の
他
】

▼
現
在
入
所
し
て
い
る
児
童
も
、
令
和
５
年

度
に
引
き
続
き
入
所
希
望
す
る
場
合
に

は
、
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
応
募
多
数
の
場
合
、
低
学
年
優
先
と
な
り

ま
す
。

令和 
5 年度

問
学
校
教
育
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
４
４

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

始
ま
り
ま
す

【
申
請
方
法
・
必
要
書
類
】

・
ド
ナ
ー（
申
請
者
）

①
伊
豆
の
国
市
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業

助
成
金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書（
ド
ナ
ー

用
）

②
骨
髄
バ
ン
ク
が
発
行
し
た
骨
髄
な
ど
の
提

供
が
完
了
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

③
振
替
先
口
座
な
ど
の
写
し（
カ
ナ
名
義
及

び
口
座
番
号
が
確
認
で
き
る
部
分
）

・
事
業
所

①
伊
豆
の
国
市
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業

助
成
金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書（
事
業
所
用
）

②
骨
髄
バ
ン
ク
が
発
行
し
た
骨
髄
な
ど
の
提
供

が
完
了
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
の
写
し

③
ド
ナ
ー
の
同
意
書

④
ド
ナ
ー
と
の
雇
用
契
約
を
証
明
す
る
書
類

⑤
ド
ナ
ー
に
休
暇
を
取
得
さ
せ
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類

⑥
振
替
先
口
座
な
ど
の
写
し

※
書
類
は
、
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

※
ま
た
、
①
か
ら
⑥
の
ほ
か
に
、
必
要
な
書

類
の
提
出
を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
交
付
決
定
】

申
請
者
お
よ
び
事
業
所
に
交
付
の
可
否
を

通
知
し
ま
す
。

問
健
康
づ
く
り
課

☎
０
５
５（
９
４
９
）６
８
２
０
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●
高
齢
者
の
予
防
接
種

対
象
／
接
種
日
に
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

次
の
い
ず
れ
か
の
人

〇
65
歳
以
上
の
人（
接
種
時
に
65
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
て
い
る
人
）

〇
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
な
ど
の
障
害
が
あ
り
、
医
師
が
必
要

と
認
め
た
人（
詳
し
く
は
か
か
り
つ
け
医
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

接
種
期
間
／
10
月
１
日（
土
）〜
令
和
５
年
２
月

28
日（
火
）
※
期
間
内
に
１
回
の
み
接
種

自
己
負
担
金
／
１
，２
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
は
費
用
が
免
除
に
な
り
ま

す
。
希
望
者
は
接
種
前
に
健
康
づ
く
り
課
で

申
請
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項
／

○
市
内
・
伊
豆
市
・
函
南
町
の
指
定
医
療
機
関

で
接
種
が
可
能
で
す
。

○
予
診
票
は
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
場
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

○
市
内
・
伊
豆
市
・
函
南
町
以
外
の
県

内
指
定
医
療
機
関
を
希
望
す
る
人
は

医
療
機
関
宛
の
依
頼
状
が
必
要
で
す
。

事
前
に
健
康
づ
く
り
課
窓
口
ま
た
は

電
子
申
請
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
子
ど
も
の
予
防
接
種

対
象
／
市
内
在
住
の
中
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も

接
種
期
間
／
10
月
１
日（
土
）〜
令
和
５
年
２

月
28
日（
火
）

助
成
内
容
／
接
種
１
回
に
つ
き
上
限
１
，

０
０
０
円
、
１
人
２
回
ま
で

申
請
／
接
種
後
、
令
和
５
年
２
月
28
日（
火
）

ま
で
に
健
康
づ
く
り
課
に
申
請（
月
〜
金　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

　
（
２
回
接
種
す
る
人
は
、
２
回
目
接
種
後
に

　

申
請
）

持
ち
物
／

①
医
療
機
関
が
発
行
し
た
領
収
書
の
原
本

※
被
接
種
者
の
氏
名
と
予
防
接
種
の
種
類
が
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

※
①
で
予
防
接
種
の
種
類
が
確
認
で
き
な
い
場

合
は
母
子
健
康
手
帳
や
予
防
接
種
済
証
な
ど

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

③
申
請
者
名
義
の
通
帳
な
ど
振
込
先
口
座
が
わ

か
る
も
の

④
印
鑑

⑤
予
防
接
種
事
業
助
成
金
交
付
申
請
書
兼
請
求

書（
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

※
申
請
者
、
口
座
名
義
人
、
承
諾
書
は
、
同
一

の
保
護
者
名
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

〇
歯
科
検
診
・
相
談
の
お
し
ら
せ

と
き
／
10
月
15
日（
土
）
10
時
〜

と
こ
ろ
／
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
／
市
内
歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
検
診
、

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
科
相
談

料
金
／
無
料

申
込
／
不
要

〇
出
張
よ
ろ
ず
相
談

　
　
　
　
　

in

ウ
エ
ル
シ
ア
伊
豆
長
岡
店

　

健
康
に
関
す
る
相
談
を
し
た
い
人
は
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
／
10
月
17
日（
月
）
14
時
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ
／
ウ
エ
ル
シ
ア
伊
豆
長
岡
店　

　

ウ
エ
ル
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー

内
容
／
禁
煙
相
談
、
健
康
相
談
、
体
組
成

測
定

料
金
／
無
料

申
込
／
不
要

※
予
告
な
く
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇「
い
ず
の
く
に
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ボ
ー
ナ
ス
ポ
イ
ン
ト

　

今
年
度「
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
健
診
・

職
場
健
診
」を
受
診
し
、
昨
年
度
よ
り
検
査

結
果
が
改
善
し
た
項
目
の
あ
る
人
に
、
ボ
ー

ナ
ス
３
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。
ポ
イ
ン

ト
シ
ー
ト
に「
改
」を
３
つ
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

医療機関（電話番号）

伊豆長岡小児クリニック※
（☎ 055-949-1321）

つちやクリニック
（☎ 0558-77-1511）

あおきクリニック※
（☎ 0558-75-0303）

大仁耳鼻咽喉科
（☎ 0558-76-4187）

伊豆韮山温泉病院※
（☎ 055-949-1466）

恵泉クリニック※
（☎ 055-949-7770）

花の丘診療所☆
（☎ 055-949-6886）
午前は 9：30 まで

河野内科医院
（☎ 055-940-2355）

月火木金9時～11 時30 分、
15 時～17 時30 分、
土9時～11 時30 分

あさいクリニック
（☎ 0558-77-1374）

初診でインフルエンザ接種の
み不可、当院通院中の人のみ

対象

くきの皮膚科
（☎ 055-940-2000）
混雑状況により電話がつ
ながりにくいことがあり

ます

順天堂大学医学部附属静岡
病院

（☎ 055-948-3111）
ワクチン不足の場合は、お
断りする場合があります

杉本医院
（☎ 055-949-2222）

月～金8時30分～11時、
15 時～ 17 時、

土8時30分～10時30分

大仁クリニック
（☎ 0558-76-2556）

慈広会記念病院※
（☎ 055-947-0511）

伊豆楢の森診療所※
（☎ 050-3636-3399）

村田内科クリニック
（☎ 0558-76-8866）

健院   伊豆の国
（☎ 055-949-8880）

長岡リハビリテーション病院
（☎ 055-948-0555）

大仁医院西脇内科
（☎ 0558-76-3712）

矢田レディースクリニック※
（☎ 0558-76-4550）

江間クリニック
（☎ 055-947-1238）

伊豆保健医療センター
（☎ 0558-76-0111）

※要予約
☆午後のみ要予約

　11 月 8日は、いい歯の日です。
いつまでも自分の歯でおいしく食べられるよう、そして笑ったりお話をす
るためにも、口の健康を保ちましょう。
　朝と夜、きれいにはみがきできたら ハーミーをすきな色でぬってください。

この取り組みは、歯の健康週間に合わせて、市内すべての
保育園・幼稚園・小学校・中学校で実施しています。

口は命の入り口
　　こころの出口

問 健康づくり課　☎ 055-949-6820 問 健康づくり課　☎ 055-949-6820 
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集積所への出し方に変更はありますか？

変更はありません。

ごみの持込方法の変更点

今後も粗大ごみは、韮山リサイクルプラザ・長岡清
掃センター・大仁清掃センターへ持ち込めますか？

持ち込めます。

新しい「ごみの分け方・出し方」パンフレッ
ト・ガイドブックはいつ頃配布をしますか？

広報１月号と同時に各戸配布します。

休日の持込み受付について、韮山リサイクルプラザ・長岡清
掃センター・大仁清掃センターの日程の変更はありますか？

変更はありません。第 1・3日曜日 9時～ 12 時です。

　

空
き
ビ
ン
・
空
き
カ
ン
は
燃
や
せ
る

ご
み
に
混
入
し
て
い
る
と
燃
え
ず
に

残
っ
て
し
ま
い
、焼
却
炉
の
故
障
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

●
ビ
ン
の
出
し
方

ビ
ン
…
飲
料
・
食
料
用
の
ガ
ラ
ス
ビ
ン

①
中
身
を
空
に
し
て
水
で
す
す
ぐ

②
ふ
た
は
取
り
は
ず
す（
可
能
で
あ
れ

ば
ふ
た
の
下
の
リ
ン
グ
は
取
り
除
く
）

③
ふ
た
・
ふ
た
の
下
の
リ
ン
グ
は
次
の

通
り
に
分
別

・
金
属
製
↓「
カ
ン
の
日
の
ア
ル
ミ
缶
・

ス
チ
ー
ル
缶
」

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
↓「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
の
日
」

④
可
能
で
あ
れ
ば
ラ
ベ
ル
を
は
が
す

⑤
決
め
ら
れ
た
資
源
物
集
積
所
の
コ
ン

テ
ナ
へ
、色
と
種
類
に
分
け
て
出
す

※
割
れ
た
ビ
ン
も
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
廃
棄
物
対
策
課

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
１

【
ビ
ン
と
し
て
出
せ
な
い
も
の
】

・
鏡
、食
器
類
、花
瓶
、灰
皿
、ガ
ラ
ス
、

コ
ッ
プ
、陶
磁
器
、耐
熱
ガ
ラ
ス
製
の

ビ
ン
、化
粧
品
の
ビ
ン
、薬
品
の
ビ
ン

な
ど
↓
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
も
の

の
コ
ン
テ
ナ
へ

・
蛍
光
灯
、電
球
↓
蛍
光
灯
の
コ
ン
テ
ナ
へ

・
農
薬
・
劇
薬
が
入
っ
て
い
た
ビ
ン
↓

販
売
元
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
カ
ン
の
出
し
方

カ
ン
…
飲
料
・
酒
類
・
菓
子
類
・
そ
の

他
飲
料
用
の
カ
ン
、お
よ
び
ス
プ

レ
ー
缶
な
ど

①
中
身
を
空
に
し
て
、水
で
す
す
ぐ

②
決
め
ら
れ
た
資
源
物
集
積
所
の
コ
ン

テ
ナ
や
ネ
ッ
ト
に
入
れ
る（
袋
に
入

れ
た
ま
ま
出
さ
な
い
こ
と
）

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
第
34
回

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
の
お
願
い

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分
別

・
プ
ラ
マ
ー
ク
を
見
て
分
別

・「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
の
日
」に
出
す

・
汚
れ
た
も
の
は
き
れ
い
に
洗
っ
て
出
す

・
紙
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

ト
レ
ー
、
歯
ブ
ラ
シ
や
ス
プ
ー
ン
な
ど
の

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
混
ぜ
な
い

●
「
紙
の
日
」の
出
し
方

・
白
い
紙
ひ
も
で
十
文
字
に
縛
っ
て
出
す

・
茶
色
の
紙
ひ
も
、
ビ
ニ
ー
ル
製
ひ
も
、

麻
の
ひ
も
で
出
さ
な
い

●
そ
の
他
金
属
の
出
し
方

・
乾
電
池
や
充
電
式
バ
ッ
テ
リ
ー
を
外
し

て
出
す

・
外
し
た
電
池
類
は
同
じ「
カ
ン
の
日
」の

電
池
に
出
す

●
燃
や
せ
る
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
や
紙
類
な

ど
を
混
ぜ
な
い

・
ご
み
を
紙
で
包
ん
で
、
袋
全
体
を
隠
し
、

中
身
が
見
え
な
い
状
態
で
出
さ
な
い

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
キ
ッ
ト

・
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
捨
て
る

ご
み
処
理
施
設
の
概
要

●
名
称
／
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
い
ず

●
住
所
／
伊
豆
市
佐
野
４
５
６　

●
電
話
／
０
５
５
８（
９
９
）９
２
９
２

※
令
和
５
年
１
月
４
日（
水
）か
ら
使
用
可

●
受
入
時
間
／
月
〜
金
曜
日　

８
時
30
分

〜
12
時
、13
時
〜
16
時
30
分（
祝
日
可
）、

土
曜
日　

８
時
30
分
〜
12
時

※
日
曜
日
、
年
末
年
始
は
一
般
持
込
不
可

●
支
払
い
方
法
／
納
付
書
払
い
・
現
金
払
い

※
市
の
指
定
袋
に
入
っ
て
い
る
場
合
、
お

よ
び
家
庭
か
ら
の
粗
大
ご
み
は
無
料
。

●
試
験
運
転
／
10
月
10
日（
月
・
祝
）か
ら

※
市
民
の
直
接
持
込
を
除
く
実
際
の
可
燃
ご
み

●
本
稼
働
／
令
和
５
年
１
月
４
日（
水
）か
ら

●
直
接
持
込
で
き
る
ご
み
／
燃
や
せ
る
ご

み（
指
定
袋
入
り
）、
可
燃
粗
大
ご
み

の
う
ち
畳
・
布
団
、
燃
や
せ
る
ご
み（
指

定
袋
な
し
）、
刈
草
な
ど
、
農
作
物
残

渣（
長
さ
50
㎝
未
満
、
太
さ
10
㎝
未
満
）

ご
み
の
持
込
方
法
の
変
更
と

　
　
　
　
　
　
　

分
別
に
つ
い
て

新
ご
み
処
理
施
設
の
稼
働
に
伴
う

ごみの種類 ところ 変更する日 料金

剪定枝（竹は除く）
※指定ごみ袋に入っていないもの

資源循環センター農土香
（長さ1ｍ未満、太さ10㎝未満）

10 月10 日（月・祝）～
家庭系：無料
事業系：50 円／10㎏

事業系燃やせるごみ
長岡清掃センター
※パッカー車に直接入れる

10 月11 日（火）～
無料
※指定袋に入れること

刈り草
（草、落ち葉、生花など）
※指定ごみ袋に入っていないもの

長岡清掃センター
10 月11 日（火）～
12 月28 日（水） 家庭系：10 円／10㎏

事業系：10 円／10㎏
クリーンセンターいず 令和5年1月4日（水）～

トマトの茎など
※指定ごみ袋に入っていないもの

長岡清掃センター
（長さ180㎝未満、太さ10㎝未満）

10 月11 日（火）～
家庭系：無料
事業系：50 円／10㎏クリーンセンターいず

（長さ50㎝未満、太さ10㎝未満）
令和5年1月4日（水）～

畳
※乾いているものに限る

クリーンセンターいず
※9枚以上は事前に連絡

令和5年1月4日（水）～
家庭系：無料
事業系：50 円／10㎏

A

A

A

A

Q

Q Q

　市では、地域の課題解決に向けて、市民活動
団体などが提案した事業を市と協働で実施する
市民提案型のパートナーシップ事業を推進して
います。
　この度、令和 5年度の事業実施に向けた事前
相談を受け付けます。
「この取り組みは事業の対象になるのか」
「やりたいことはあるけど、手を組んでくれる課
があるだろうか」
　このような疑問を早めに解決することで、事
業提案がよりよいものになるよう、ぜひこの機
会をご利用ください。

受付期間／ 10 月 3 日（月）～ 10 月 21 日（金）

韮山ごみ焼却場および長岡清掃セン
ターでの焼却処理を終了します

パートナーシップ事業
事前相談

　「クリーンセンターいず」が 9 月に完成し、
10 月から燃やせるごみの試験運転焼却が開
始されます。これに併せて、韮山ごみ焼却場
への燃やせるごみの持ち込みと長岡清掃セン
ターでの焼却処理を中止し、10 月末までに全
ての焼却業務を終了します。
　韮山ごみ焼却場は、昭和 49 年 9月から、長
岡清掃センターは昭和 57 年 2月から、燃やせ
るごみの焼却を行ってきましたが、その役目
を終えることになります。
　両施設の建設から長期間にわたり、ご協力
をいただきました山木区、多田区、そして花
坂区の皆さまには、改めてお礼申し上げます。
　なお、両施設の終了に伴い、燃やせるごみ
の搬入先などが一部変わりますので、ご注意
ください。

問 廃棄物対策課　☎ 0558-76-8001 問 協働まちづくり課　☎ 055-948-1412

問
廃
棄
物
対
策
課

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
１

Q
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　花飾りで生活に彩りを加えてみませんか。
韮山時代劇場花壇の壁面花飾りの共同制作
も楽しめます。
とき／ 10 月 30 日（日）
ところ／韮山時代劇場（第 1研修室）
内 容／午前の部（10 時～ 12 時）：コンテナ
ガーデン（寄せ植え）制作＋壁面花飾り共
同制作体験
午後の部（14 時～ 16 時）：壁掛けプラン

　ター制作＋壁面花飾り共同制作体験
定員／各回 20 人
料金／ 1,000 円
申 込／ 10 月 5 日（水）～花咲く伊豆の国推
進協議会事務局（環境企画課）に電話で
※定員になり次第受付終了させていただき
ます。

　花咲く伊豆の国推進協議会では、韮山時
代劇場の芝生広場に整備した「おもてなし花
壇」のリニューアルを行います。ご自宅では
味わえない大型花壇の約 2,000 株の花の植
替えに参加してみませんか。お花に興味の
ある人は、マスクの着用など感染症対策の
上、お集まりください。なお、花咲く推進
協議会会員も随時募集中です。

とき／ 10 月 31 日（月）9時～
ところ／韮山時代劇場　ひだまり広場
持 ち物／移植ごて、手袋（持参できる人）、
飲み物
※ 雨天の場合、状況により中止することが
あります。

参加者
募集

問花咲く伊豆の国推進協議会事務局（環境企画課）　☎ 0558-76-8002

参加者
募集
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　このコーナーでは、大河ドラマ館や伊豆の国物産館の
情報、市内のおすすめスポットなどを紹介します。

問 観光文化課　
☎ 055-948-1480

▲観光文化課
インスタグラム

伊豆の国物産館から
　　今月のおすすめ商品のご紹介

問伊豆の国物産館
営業時間：9時～ 17 時

　定休日：大河ドラマ館と同じ
☎ 055-946-5454

2022 ジャパン・マウンテンバイク・
カップ in 伊豆MTBコース

▲伊豆の国物産館
インスタグラム

とき／ 10 月 28 日（金） ～ 30 日（日）
と ころ／日本サイクルスポーツセンター伊豆マ
ウンテンバイクコース
入場料／静岡県民　大人 500 円、子ども 300 円

ひだまりマーケット
とき／ 10 月 23 日（日）10時～ 16時
ところ／韮山時代劇場　ひだまり広場
内 容／手づくり雑貨（アクセサリー・布小物など）約
30店舗出店、キッチンカー、スイーツ販売など

今後のひだまりマーケット／
　11月 20日（日）、12月 18日（日）

と き／① 10月 23日（日）② 11月 9日（水）
　③ 12月 3日（土）各日午前・午後の 2回開催
集合場所／伊豆長岡駅（観光案内所横）
内 容／①茶摘み体験コース②放水路に行ってみる
コース③源氏山一周コース
対象／・18歳以上の健康で自転車に安全に乗れる人
　・SNS 投稿に協力していただける人
　・シェアサイクルのアプリ登録をしていただける人
料 金／無料（自転車料金や観光スポットでの飲食代は
別途ご自身での負担となります。）

ガイド／平塚吉光氏
申 込／電話、メール、HPのいずれかから申し込みく
ださい。

【市内のお茶】
・ 土屋銘茶「抹茶入り玄米茶 粉
末『八重姫』」ほか
・ 蔵屋鳴沢「豊かなあじわい上級
茶『二代目執権　義時』」ほか
・ フクゴー（スターヒルズ）「べ
にふうき緑茶」

【ビオ代官】
パン祖　英龍バーガー
　パン発祥の地、伊豆の国の食
材を使い江川邸とコラボした
新商品。市内産の小麦をブレン
ドし、もっちり感のあるバンズ
に駿河湾の食材を包みました。

オリンピックメダリストや海外トップ選手も出場
する、マウンテンバイクの国際大会が開催されます。

問 地域おこし協力隊　平尾
☎ 080-4188-8284
メール j.hirao6315@gmail.com
HP https://jhirao6315.wixsite.com/my-site-1

大河ドラマ館基本情報
開館期間／令和 5年 1月 15日（日）まで（予定）
　　　　　9 時～ 17時（最終入館 16時 30分）
休 館日／毎月第 1水曜日（令和５年１月は無休 )
ところ／韮山時代劇場内（四日町 772）
入場料／大人 400 円（団体 300 円）
　　　　小・中学生 100 円（団体 50円）

　電動アシスト付きのシェアサイクルで市内
の観光スポットを巡って、市と自転車の魅力
を再発見しませんか？

問 観光文化課　☎ 055-948-1480

市と自転車の魅力を再発見

と
き
／
令
和
５
年
１
月
８
日（
日
）

　
　
　

10
時
開
式（
受
付
９
時
〜
）

と
こ
ろ
／

（
伊
豆
長
岡
地
区
）長
岡
中
学
校
体
育
館

　
（
韮
山
地
区
）韮
山
中
学
校
体
育
館

　
（
大
仁
地
区
）大
仁
中
学
校
体
育
館

内
容
／
式
典
と
各
地
区
実
行
委
員
に
よ

る
催
し

対
象
／
平
成
14
年
４
月
２
日
〜
平
成
15

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

申
込
／
住
所
に
よ
り
方
法
が
異
な
り

ま
す
。

【
10
月
１
日
時
点
で
市
内
に
住
民
登
録

の
あ
る
人
】

10
月
中
旬
頃
に
ご
案
内
は
が
き
を
送

付
し
ま
す
。
は
が
き
に
記
載
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
ま
た
は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ
り
、
電
子

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
そ
れ
以
外
の
人
】

10
月
15
日（
土
）〜
11
月
15
日（
火
）

令
和
４
年
度

▲市HP

に
市
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
申
請
フ
ォ
ー
ム
か

ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項
／

〇
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お

持
ち
で
な
い
人
は
、
10
月
17
日（
月
）

〜
11
月
15
日（
火
）に
、
生
涯
学
習

課
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〇
開
催
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１
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国
際
交
流
員
が
モ
ン
ゴ
ル
を
紹
介
！

連
載

第
55
回　

モ
ン
ゴ
ル
の
公
共
交
通
の
現
状

　

皆
さ
ん
、
サこ

ん

に

ち

は

ェ
ン
バ
ェ
ノ
ー
。

　

秋
晴
れ
が
心
地
よ
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　

モ
ン
ゴ
ル
で
は
10
月
の
上
旬
か
ら
下

旬
に
か
け
て
徐
々
に
気
温
が
下
が
り
、

寒
暖
差
へ
の
対
応
と
防
寒
対
策
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
寒
く
な
る
に
つ

れ
て
自
家
用
車
や
公
共
交
通
機
関
を
利

用
す
る
人
が
増
え
て
き
ま
す
。

　

モ
ン
ゴ
ル
の
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル

市
の
人
口
は
１
６
３
万
９
，１
７
２
人

（
２
０
２
１
年
、
Ｎ
Ｓ
Ｏ
）で
、
近
年

の
急
激
な
人
口
増
加
に
伴
い
、
渋
滞
や

大
気
汚
染
な
ど
の
都
市
問
題
が
深
刻
と

な
っ
て
い
ま
す
。
自
動
車
台
数
も
増
加

傾
向
に
あ
り
、
特
に
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル

市
内
を
中
心
に
慢
性
的
な
渋
滞
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
道

バ
ス
の
中
に
い
る
黄
色
い
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
着
た
人
に
現
金
を
渡
し
て
乗
車
す
る

ス
タ
イ
ル
で
し
た
が
、
数
年
前
か
ら
、

運
賃
の
支
払
い
に
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
乗
車
時

の
手
間
が
減
り
ま
し
た
。
ま
た
、「UB 

Sm
art Bus

」と
い
う
ア
プ
リ
が
導
入
さ

れ
、
現
在
地
の
近
く
に
あ
る
バ
ス
停
の
位

置
、
停
車
す
る
バ
ス
の
種
類
、
現
在
そ
の

バ
ス
が
ど
こ
に
い
る
の
か
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
雨
や

寒
い
時
に
こ
の
ア
プ
リ
が
あ
れ
ば
、
外
で

バ
ス
を
待
つ
時
間
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
と
て
も
便
利
で
す
。

　

私
は
た
ま
に
伊
豆
の
国
市
内
を
走
る

バ
ス
に
乗
り
ま
す
が
、
丁
寧
な
運
転
、

車
内
の
快
適
さ
に
い
つ
も
感
動
し
ま

す
。
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
内
を
走
る
バ

ス
は
満
員
で
、
急
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る

場
面
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

草
原
の
国
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
モ
ン

ゴ
ル
で
す
が
、
公
共
交
通
事
情
を
知
っ

て
驚
く
人
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
バさ

よ

う

な

ら

ヤ
ル
タ
ェ
。

問
協
働
ま
ち
づ
く
り
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
２

ウランバートル市の渋滞の様子

路
や
駐
車
場
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
未

整
備
、
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
不
徹
底
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
で
一
番
主
流
な
移

動
手
段
は
バ
ス
で
す
。
タ
ク
シ
ー
は
少
な

く
、
短
距
離
だ
と
思
う
よ
う
に
拾
え
ま
せ

ん
が
、
バ
ス
は
本
数
が
多
く
、
価
格
も
安

い
た
め
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
内
を
移
動

す
る
の
に
と
て
も
便
利
で
す
。
最
近
で

は
、
通
常
の
バ
ス
の
ほ
か
、
電
気
で
走
る

２
階
建
て
の
バ
ス
も
運
行
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

通
常
の
バ
ス
の
運
賃
は
、
距
離
に
関
係

な
く
一
人
５
０
０
ト
ゥ
グ
ル
グ
、
現
在
の

為
替
で
22
円
ぐ
ら
い
で
す
。
そ
の
他
に
ト

ロ
リ
ー
バ
ス
が
運
行
さ
れ
、
通
常
の
バ
ス

の
半
額
の
運
賃
で
乗
車
で
き
ま
す
が
、
速

度
が
遅
い
た
め
ど
う
し
て
も
通
常
の
バ
ス

の
利
用
者
の
方
が
多
い
で
す
。
以
前
は
、

㉚ 問障がい福祉課
☎ 0558-76-8007　℻ 0558-76-8029

「秋」の手話は、指を広げた両手を顔に向
かってあおぐように繰り返し動かします。

手話通訳者を目指す人のための学習会
受講者募集

とき／ 10 月 30 日（日）10 時～ 12 時
ところ／あやめ会館 2階　会議室
内容／手話通訳のスキルアップ、試験対策
対 象／静岡県手話通訳者養成講座を受講中
または修了しており、全国統一試験合格
後に伊豆の国市登録手話通訳者として活
動できる人
料金／無料
持ち物／筆記用具、マスク
申 込／ 10 月 14 日（金）までに電話または FAX
で障がい福祉課まで申し込みください。

　

５
月
か
ら
新
た
に
市
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
る
渡
邊
さ
ん
。

も
と
も
と
、
神
奈
川
県
庁
の
福
祉
関
連
部

署
な
ど
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
直

接
市
民
と
関
わ
る
活
動
が
し
た
い
と
の
思

い
が
強
く
な
っ
た
こ
と
や
、
父
の
実
家
が

沼
津
市
に
あ
り
、
こ
の
地
域
に
な
じ
み
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
市
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
募
集
に
応
募
し
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
、（
一
社
）伊
豆
長
岡
温
泉
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
活
動
に
携
わ
り
、
温

泉
場
お
散
歩
市
の
運
営
や
シ
ェ
ア
サ
イ
ク

ル
の
推
進
な
ど
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
、「
温
泉
駅
」の
活
用
で
す
。
伊
豆
長
岡

温
泉
の
玄
関
口
で
、
昔
か
ら
交
通
の
拠
点

だ
っ
た
温
泉
駅
。「
温
泉
駅
を
活
性
化
す

る
こ
と
が
、
地
域
を
発
展
さ
せ
る
一
つ
の

き
っ
か
け
に
な
る
。
誰
も
が
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
、
交
流
の
場
を
つ
く
り
た
い
」と
、

渡
邊
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
自
身
も
温
泉
駅

に
常
駐
し
、
地
元
の
人
が
栽
培
し
た
野
菜

の
販
売
を
は
じ
め
、
裏
手
に
あ
る
事
務
所

を
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
シ
ェ
ア
オ

フ
ィ
ス
と
し
て
整
備
を
進
め
る
な
ど
、着
々

と
交
流
の
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
地
域
の
皆

さ
ん
と
強
い
信
頼
関
係
を
築
き
た
い
。
協

力
隊
の
任
期
終
了
後
は
、
さ
ら
に
福
祉
の

視
点
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
伊
豆
の
国
市

の
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
」と
、

頼
も
し
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

渡
邊
さ
ん
に
と
っ
て
伊
豆
の
国
市
は
、

「
自
然
が
豊
か
で
、
人
が
温
か
い
場
所
」。

掃
除
の
手
伝
い
を
頼
ま
れ
た
り
、「
ち
ょ
っ

と
ご
飯
食
べ
て
い
き
な
よ
」と
、
食
事
に

招
か
れ
た
り
。「
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
よ

そ
者
で
は
な
く
、
家
族
の
よ
う
に
迎
え
入

れ
て
く
れ
た
こ
と
が
、
何
よ
り
も
嬉
し

い
」。
こ
の
日
も
渡
邊
さ
ん
は
、
温
泉
駅

で〝
常
連
〞の
お
じ
い
さ
ん
た
ち
と
交
流

の
輪
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。

第 5 回

伊豆の国市
地域おこし協力隊

渡
わ た

邊
な べ

公
こ う

二
じ

郎
ろ う

温
泉
駅
を
交
流
の
場
に

さん
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▲伝堀越御所跡から見つかった陶磁器

第 7回　韮山中学区〔その 1〕

▲伝堀越御所跡から見つかった池跡

４
月
号
か
ら
連
載
が
ス
タ
ー
ト
し
た

た「
鎌
倉
時
代
だ
け
で
は
な
い
！

伊
豆
の
国
市
各
所
に
散
ら
ば
る
至
宝
」も

い
よ
い
よ
ラ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま

す
。今
月
号
か
ら
は
、３
回
に
わ
た
っ
て
韮

山
中
学
区
の
遺
跡
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

韮
山
中
学
区
に
は
、大
河
ド
ラ
マ「
鎌

倉
殿
の
13
人
」で
活
躍
し
て
い
る
北
条
時

政
の
館
が
あ
っ
た
北
条
氏
邸
跡（
円
成
寺

跡
）や
、時
政
が
建
立
し
た
願
成
就
院
な

ど
、鎌
倉
時
代
の
遺
跡
が
数
多
く
存
在
し

ま
す
。こ
れ
ら
の
遺
跡
は
昔
か
ら
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、今
回
の
大
河
ド
ラ
マ
で

よ
り
多
く
の
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
皆
さ
ん
の
良
く
知
る
鎌
倉
時
代

か
ら
室
町
時
代
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
伊

豆
の
国
市
の
様
子
に
つ
い
て
、国
指

定
史
跡
で
あ
る
伝で
ん
ほ
り
ご
え

堀
越
御ご

所し
ょ

跡あ
と

の

出
土
遺
物
を
中
心
に
み
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

伝
堀
越
御
所
跡
は
、国
道
１
３
６

号
か
ら
北
条
の
交
差
点
を
西（
狩
野

川
方
面
）に
曲
が
っ
て
す
ぐ
の
、守

山
北
側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。現
在

は
整
備
の
途
中
の
た
め
、原
っ
ぱ
の

磁
器
の
多
く
は
京
の
影
響
を
強
く
受
け
て

い
る
も
の
で
す
。香
炉
や
石
臼
、茶
碗
な
ど

が
出
土
し
て
い
ま
す
が
、当
時
あ
ま
り
一

般
的
で
は
な
か
っ
た
、お
茶
を
飲
む
た
め

に
使
っ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、堀
越
公
方
の
暮
ら
し
ぶ
り

や
室
町
幕
府
と
伊
豆
の
つ
な
が
り
を
示
す

貴
重
な
資
料
で
あ
り
、伊
豆
の
国
市
の
至

宝
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、か
つ

て
は
室
町
幕
府
８
代
将
軍
足あ

し
か
が
よ
し
ま
さ

利
義
政
の

兄
で
あ
る
政ま
さ
と
も知
が
拠
点
を
構
え
た
場
所

で
し
た
。

　

政
知
は
、室
町
幕
府
に
抵
抗
し
て
い
る

古こ

が河
公く

方ぼ
う

足
利
氏
の
鎮
圧
を
目
的
と
し

て
、京
都
か
ら
鎌
倉
を
目
指
し
て
い
ま
し

た
。し
か
し
、抵
抗
を
受
け
て
鎌
倉
に
入
る

こ
と
が
で
き
ず
、長ち
ょ
う
ろ
く禄２

年（
１
４
５
８
）

に
、こ
の
地
に
拠
点
を
置
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。結
果
、政
知
は「
堀
越
公
方
」と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、こ
こ
に「
堀
越

御
所
」が
誕
生
し
た
の
で
す
。

　

伝
堀
越
御
所
跡
か
ら
は
、遣や
り
み
ず水

（
導
水

施
設
）を
伴
う
大
規
模
な
池
跡
や
井
戸
跡
、

区
画
溝
な
ど
の
遺
構
が
見
つ
か
っ
て
お

り
、そ
れ
ら
と
共
に
出
土
し
た
土
器
や
陶

問文化財課　☎ 055-948-1428

※
伊
豆
長
岡
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
で
、韮
山
中

学
区
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物
を
展

示
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10 月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

　　 中央休館日　　韮山休館日
　　 両館休館日　　おはなし会
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夏の夜空に願いを込めて
8月 20日　「伊豆の国 盆踊り Night」などを開催

韮山時代劇場で、「伊豆の国 盆踊りNight」と「ひだ

まりマーケット」が同時開催され、約400人の来場者

が訪れました。キッチンカーやハンドメイド雑貨の出

店のほか、ステージイベントやスカイランタンあげ、

こども縁日などが行われました。浴衣で来場した人に

は先着でオリジナルの手ぬぐいがプレゼントされ、伊

豆の国市音頭保存会による踊りの輪に多くの人が参加

していました。 ランタンに願いを込める参加者

式辞を述べる山下市長

8 月 15 日　戦没者追悼式を開催
アクシスかつらぎ多目的ホールで「伊豆の国市戦没

者追悼式」を開催しました。山下市長をはじめ、伊豆

の国市遺族会の水口一弘会長など関係者ら78人が参

加しました。会場では、全国戦没者追悼式にあわせ、

正午の時報とともに黙とうを捧げ、その後参加者全員

が献花を行いました。静寂に包まれる中、戦災で亡く

なった人たちに追悼の意を表しました。

平和の尊さを後世へ

9月 8日　大仁小で動物愛護教室が開催

動物との触れ合い方を学ぶ

動物についての正しい知識や、適切な管理方法を学

ぶことを目的に、県動物保護協会東部支部が、大仁小

学校で動物愛護教室を開催しました。この日は、3年生

約80人の児童が参加し、保健所の職員や獣医から、犬

の習性や飼い主の責任について学びました。講義の後

は、柴犬や狆
ち ん

など4匹の犬と体をなでたり抱き抱えたり

しながら触れ合い、児童は、「犬のいろいろなことを知

れてうれしかった」と、笑顔で話していました。 犬と楽しく触れ合う児童

アスルクラロ沼津の試合で市をPR
8月 27 日　伊豆の国市サンクスサポートデーを開催
　アスルクラロ沼津が、市に在住、在学、在勤してい

る人を試合に招待する「伊豆の国市サンクスサポート

デー」を愛鷹広域公園で開催しました。市は、アスル

クラロスルガ（株）と協働で地域の発展に寄与するこ

とを目的に、パートナーシップ協定を結んでいます。

会場では、市のPRブースなどが出店され、甲冑隊が

記念撮影に応じました。試合前には、市長によるキッ

クインセレモニーも行われました。市のブース前で記念撮影するサポーター

問観光文化課（アクシスかつらぎ）
☎ 055-948-0225

とき／ 11 月 12 日（土）開場 17 時　開演 18 時
　　　 11 月 13 日（日）開場 13 時　開演 14 時
ところ／韮山時代劇場　大ホール
料金／【全席指定】一律 1,800 円
　　　※未就園児入場不可
　　　※この公演は助成金を受けています。
チケット発売場所／韮山時代劇場、アクシスかつらぎ
　※ 電話予約は韮山時代劇場（055-949-8600）のみで受

け付けます。

とき／ 11 月 6 日（日）
　　　開場 14 時　開演 15 時
ところ／韮山時代劇場　大ホール
料金／【全席指定】一律 500 円
　　　※未就園児入場不可
　　　※この公演は助成金を受けています。
チケット発売場所／韮山時代劇場、アクシスかつらぎ
　※ 電話予約は韮山時代劇場（055-949-8600）のみで受
け付けます。

とき／ 11 月 5 日（土）
　　　開場 12 時 30 分　開演 13 時 30 分
ところ／アクシスかつらぎ　大ホール
料金／【全席指定】一般 2,500 円　中学生以下 500 円
　※ ３歳以上有料。３歳未満は保護者１人につきひざ

上１人無料。
チ ケット発売場所／アクシスかつらぎ、韮山時代劇場、
ローソンチケット【Lコード：42828】、チケットぴあ
　【Pコード：223-593】
　※ 電話予約はアクシスかつらぎ（055-948-0225）のみ
で受け付けます。
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４
年
ぶ
り
の
開
催
！

　
　

第
18
回
市
民
文
化
祭

と
き
／
10
月
９
日（
日
）・
10
日

（
月
・
祝
）10
時
〜
16
時

と
こ
ろ
／
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ

内
容
／
芸
能
部
門
・
展
示
部
門

問  

伊
豆
の
国
市
文
化
協
会（
市
役

所
生
涯
学
習
課
内
）

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

市
民
講
座

①
み
ん
な
で
一
緒
に
！
健
康
体
操

　

歌
に
合
わ
せ
て
、
心
と
頭
と
体

を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き
／
10
月
19
日（
水
）10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ
／
あ
や
め
会
館

対
象
／
無
理
な
く
楽
し
く
健
康
に

な
り
た
い
人
25
人

料
金
／
３
０
０
円

持
ち
物
／
マ
ス
ク
、
動
き
や
す
い

服
と
靴
、
汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
ヨ
ガ

マ
ッ
ト（
あ
れ
ば
）

講
師
／
石
川
靜
惠
氏（
Ｎ
Ｐ
О
法

人
全
日
本
健
康
音
楽
研
究
会
静

岡
県
東
部
支
部
長
）

申
込
／
10
月
11
日（
火
）ま
で
に

電
話
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
で

②
芸
術
の
秋

　

〜
日
本
画
を
描
い
て
み
よ
う
〜

岩
絵
の
具
を
使
っ
て
日
本
画
の

描
き
方
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

と
き
／
10
月
29
日（
土
）13
時
〜

15
時

と
こ
ろ
／
あ
や
め
会
館

対
象
／
15
歳
以
上
20
人（
定
員
超

過
時
、
市
民
優
先
で
抽
選
）

料
金
／
３
０
０
円

講
師
／
土
屋
絵
美
氏（（
公
財
）

上
原
美
術
館
学
芸
員
）

申
込
／
10
月
17
日（
月
）ま
で
に

電
話
ま
た
は
市
Ｈ
Ｐ
で

そ
の
他
／
託
児
有
り

③
セ
ル
フ
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
と

カ
ラ
ダ
ほ
ぐ
し

カ
ラ
ダ
の
不
調
を
自
分
で
緩
和
す

る
方
法
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

と
き
／
11
月
17
日（
木
）19
時
〜

20
時
30
分

と
こ
ろ
／
あ
や
め
会
館

対
象
／
18
歳
以
上
30
人（
定
員
超

過
時
、
市
民
優
先
で
抽
選
・
子

連
れ
可
）

料
金
／
３
０
０
円

持
ち
物
／
マ
ス
ク
、飲
料
、筆
記

用
具
、タ
オ
ル
、動
き
や
す
い

靴
と
服

講
師
／
内
藤
ル
ミ
子
氏（
健
康
運

動
指
導
士
）

申
込
／
10
月
12
日（
水
）〜
11
月

４
日（
金
）に
電
話
ま
た
は
市

Ｈ
Ｐ
で

問  

生
涯
学
習
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

第
18
回

市
民
ふ
れ
あ
い
広
場

と
き
／
10
月
15
日（
土
）10
時
〜

12
時
30
分（
小
雨
決
行
）

と
こ
ろ
／
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン

タ
ー

内
容
／
小
学
生
ふ
く
し
の
え
表

彰
、
福
祉
団
体
な
ど
の
模
擬
店

出
店
や
体
験
ブ
ー
ス
、
バ
ル
ー

ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー　

ほ
か

問
伊
豆
の
国
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
５
５（
９
４
９
）５
８
１
８

　各行事は、新型コロナ
ウイルスの影響で中止
となる場合があります。

ア
ク
シ
ス
の
夕
べpart174

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
・
ピ
ア
ノ
編

と
き
／
10
月
15
日（
土
）
　
開
演
19

時（
開
場
18
時
15
分
）

と
こ
ろ
／
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ

料
金
／
無
料

出
演
／
廣
瀬
明
日
香
・
伊
藤
早
紀

問
観
光
文
化
課（
韮
山
時
代
劇
場
）

☎
０
５
５（
９
４
９
）８
６
０
０

伊
豆
の
国
市
商
工
会

　
　
　
　
　

商
工
フ
ェ
ア

と
き
／
10
月
16
日（
日
）10
時
〜

13
時
30
分（
荒
天
中
止
）

と
こ
ろ
／
韮
山
時
代
劇
場（
駐
車

場
：
韮
山
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

内
容
／
伊
豆
の
国
ブ
ラ
ン
ド
商
品

な
ど
の
販
売
会
、
ぬ
え
左
衛
門

イ
ベ
ン
ト
、
大
抽
選
会
な
ど

問
伊
豆
の
国
市
商
工
会

☎
０
５
５（
９
４
９
）３
０
９
０

農
家
向
け
講
習
会
の
開
催

　
　
　
　
　
（
聴
講
無
料
）

と
き
／
10
月
21
日（
金
）19
時
〜

21
時

と
こ
ろ
／
あ
や
め
会
館

内
容
／
環
境
に
や
さ
し
い
野
菜
の

栽
培
・
土
づ
く
り
や
病
害
虫
対

策
に
つ
い
て

講
師
／
木
嶋
利
夫
氏（
農
学
博
士
・

（
一
社
）Ｍ
Ｏ
Ａ
自
然
農
法
文

化
事
業
団
理
事
）

申
込
／
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15

分
に
電
話
で

問
農
林
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
０

自
然
農
法
大
学
校

　
　
　
　
　

農
産
物
販
売

と
き
／
10
月
８
日（
土
）10
時
〜

14
時（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

と
こ
ろ
／
大
仁
農
場

　
（
浮
橋
１
６
０
６
‐
２
）

内
容
／
自
然
農
法
に
よ
り
栽
培
し

た
農
産
物
の
販
売

問
自
然
農
法
大
学
校

☎
０
５
５
８（
７
９
）０
６
１
０

い
ず
の
く
に
の

　
　
　
　

む
か
し
む
か
し

北
条
義
時
や
源
頼
朝
、
大
河
ド

ラ
マ
の
登
場
人
物
の
話
な
ど
、
市

の
昔
話
を
お
話
し
し
ま
す
。

と
き
／
10
月
30
日（
日
）14
時
〜

15
時

と
こ
ろ
／
中
央
図
書
館
２
階
視
聴

覚
室

内
容
／
①
北
条
義
時
の
お
話「
池

田
の
大オ

ロ
チ蛇

」②
源
頼
朝
の
お
話

「
餅
売
り
の
お
ば
ば
」ほ
か

対
象
／
ど
な
た
で
も

定
員
／
30
人（
先
着
順
）

申
込
／
10
月
４
日（
火
）〜
中
央
図

書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電
話
で

協
力
／
伊
豆
の
国
の
昔
話
を
ま
と

め
る
会

問
中
央
図
書
館

☎
０
５
５
８（
７
６
）５
５
６
６

市
指
定
文
化
財

「
香
山
寺
文
書
」の
特
別
公
開

　

戦
国
時
代
の
古
文
書「
香
山
寺

文
書
」の
特
別
公
開
と
学
芸
員
に

よ
る
解
説
を
行
い
ま
す
。
戦
国
大

名
と
寺
院
の
関
係
を
実
物
を
見
な

が
ら
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き
／
11
月
５
日（
土
）①
10
時

30
分
〜
11
時
、
②
13
時
〜
13
時

30
分
、
③
14
時
30
分
〜
15
時

と
こ
ろ
／
香
山
寺（
韮
山
山
木

８
６
８
‐
１
）

定
員
／
各
回
25
人
程
度（
先
着
順
）

料
金
／
無
料

申
込
／
11
月
１
日（
火
）ま
で
に

電
話
、
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

問
文
化
財
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
２
８

FAX
０
５
５（
９
４
８
）１
２
２
０

メ
ー
ルbunkazai@city.izunokuni.

shizuoka.jp

消
費
税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
説
明
会

と
き
／
10
月
21
日（
金
）、11
月
16

日（
水
）10
時
〜
11
時
、
14
時
〜

2 0 2 2 年
令和  4 年 － 10 月－

休日の診療医
9：00～ 17：00

事前に病院・田方中消防署へ電話、ま
たは田方医師会 HP でご確認くださ
い。診療医が変わる場合があります。
▶田方中消防署   ☎ 0558-76-0119
▶田方医師会HP
　http://www.tagata-ishikai.jp/

２
（
日
）

▶ 恵泉クリニック（四日町／内／
　☎ 055-949-7770）
▶ 西脇内科（大仁／内・小児・消化器／
　☎ 0558-76-3712）

９
（
日
）

▶ 慈広会記念病院（長岡／内・リハ／
☎ 055-947-0511）

▶ 大和堂医院（伊豆市／内／
　☎ 0558-72-0015）

10（
月
・
祝
）

▶  おりた内科小児科（函南町／内・小
児／☎ 055-978-7622）

▶  伊豆楢の森診療所（田中山／内・消
化器内／☎ 050-3636-3399）

16
（
日
）

▶  函南平出クリニック（函南町／小
児／☎ 055-978-1366）

▶  村田内科クリニック（吉田／内／
　☎ 0558-76-8866）

23
（
日
）

▶ 河野内科医院（南條／内・循環器／
　☎ 055-940-2355）
▶    JA 静岡厚生連リハビリテーション
中伊豆温泉病院（伊豆市／内・整外・
外／☎ 0558-83-3333）

30
（
日
）

▶  伊豆平和病院（函南町／内・整／
　☎ 055-974-1355）
▶  矢田レディースクリニック（宗光
寺／婦人／☎ 0558-76-4550）

15
時
30
分

と
こ
ろ
／
三
島
税
務
署（
三
島
市

文
教
町
１
‐
４
‐
33
）

申
込
／
事
前
に
電
話
で

問   

三
島
税
務
署
法
人
課
税
第
一

部
門

☎
０
５
５（
９
８
７
）６
９
４
２

い
け
ば
な
展「
い
い
ね　

花
の
あ
る
暮
ら
し
」

と
き
／
10
月
29
日（
土
）９
時
〜

17
時
、
10
月
30
日（
日
）９
時

〜
15
時

と
こ
ろ
／
韮
山
時
代
劇
場
２
階
和
室

内
容
／
身
近
な
自
然
の
中
に
あ
る
花

材
を
使
っ
て
生
け
花
を
し
ま
す
。

問
Ｍ
Ｏ
Ａ
山
月
光
輪
花

☎
０
９
０（
１
８
２
１
）５
８
３
４

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
懇
話
会

　
　

〜
ピ
ア
と
語
ろ
う
〜

　

心
の
悩
み
を
お
持
ち
の
当
事

者
、
家
族
に
向
け
た
懇
話
会
を
開

催
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の「
自
立

生
活
」に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

と
き
／
11
月
19
日（
土
）10
時
〜

12
時

と
こ
ろ
／
大
仁
庁
舎
２
階
会
議
室

内
容
／
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る

体
験
談
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
の
説
明
な
ど

対
象
／
市
内
在
住
で
、
心
の
悩
み

を
お
持
ち
の
当
事
者
・
家
族

申
込
／
11
月
14
日（
月
）ま
で
に

電
話
で

問
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
ワ
ー
ク

☎
０
５
５
８（
７
５
）５
６
０
０

10 月 11 日（火）～ 20日（木）は

全国地域安全運動
みんなでつくろう
「安心の街」

２
０
２
２
伊
豆
健
康

フ
ォ
ー
ラ
ム『
み
ん
な
で

支
え
る
在
宅
医
療
』

と
き
／
10
月
29
日（
土
）13
時
〜

と
こ
ろ
／
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ

（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
参
加
可
能
）

内
容
／
講
演
①「
伊
豆
保
健
医
療

セ
ン
タ
ー
の
在
宅
医
療
に
つ
い

て
」・
講
演
②「
希
望
す
る
人

生
を
全
う
す
る
た
め
に
」〜
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〜

※
入
場
無
料
、
手
話
通
訳
あ
り

問
伊
豆
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
８（
７
６
）３
２
２
８

竹
林
整
備
の
や
り
方
を　

　
　
　

学
ぼ
う（
初
級
編
）

　

竹
林
の
整
備
や
管
理
の
方
法
を

体
験
を
通
し
て
学
び
ま
す
。

と
き
／
11
月
27
日（
日
）９
時
〜

12
時　

※
雨
天
中
止

と
こ
ろ
／
江
川
邸
周
辺
の
竹
林

対
象
／
中
学
生
以
上　

※
ノ
コ
ギ

リ
な
ど
を
使
用
し
ま
す
。

料
金
／
無
料

服
装
／
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
運
動

靴
、
軍
手
、
帽
子

申
込
／
11
月
11
日（
金
）ま
で
に

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で

問
江
川
邸
竹
灯
り
実
行
委
員
会

☎
０
９
０（
６
３
５
５
）４
３
３
３
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議
会
報
告
会

〜
市
民
と
議
会
の

ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
〜

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
議
員
が
意
見

交
換
を
行
う
議
会
報
告
会
を
開
催

し
ま
す
。

と
き
／
10
月
28
日（
金
）19
時
〜

20
時
30
分

と
こ
ろ
／
大
仁
支
所
２
階
会
議
室

内
容
／【
報
告
】①
市
民
と
議
会

と
行
政
の
役
割
に
つ
い
て
②
議

会
改
革
に
つ
い
て【
グ
ル
ー
プ

討
議
】テ
ー
マ
：
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り

※
10
月
29
日（
土
）か
ら
、
報
告
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
も
行
い

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
視
聴

　

く
だ
さ
い
。

問
議
会
事
務
局

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
７

長
岡
温
水
プ
ー
ル

　
　
　
　
　

各
種
教
室

①
膝
痛
・
腰
痛
改
善
水
中
運
動
教
室

と
き
／【
毎
週
火
曜
日
】10
月
11
日

10
時
〜
、【
毎
週
水
曜
日
】10
月

12
日
９
時
40
分
〜
・10
時
30
分
〜

対
象
／
膝
痛
や
腰
痛
が
あ
り
、
運

動
が
必
要
な
人

②
大
人
初
心
者
水
泳
教
室

問
健
康
づ
く
り
課

☎
０
５
５（
９
４
９
）６
８
２
０

４
日（
火
）
●
３
歳
児
健
診（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

５
日（
水
）
■
婦
人
科
検
診（
大
仁
庁
舎
）

●
４
カ
月
児
離
乳
食
教
室（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

12
日（
水
）
●
２
歳
児
健
診（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

13
日（
木
）
●
の
び
の
び
相
談
会（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）※
要
予
約

14
日（
金
）
■
婦
人
科
検
診（
大
仁
庁
舎
）

17
日（
月
）
■
婦
人
科
・
胃
が
ん
検
診（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

18
日（
火
）
■
婦
人
科
・
胃
・
肺
が
ん
検
診（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

19
日（
水
）
●
６
カ
月
児
相
談（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

21
日（
金
）
●
２
歳
６
カ
月
児
フ
ッ
素（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

24
日（
月
）
■
婦
人
科
・
胃
が
ん
検
診（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

25
日（
火
）
■
婦
人
科
検
診（
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
）

●
１
歳
児
相
談（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
１
歳
6
カ
月
児
健
診（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

28
日（
金
）
■
婦
人
科
・
胃
が
ん
検
診（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

市
が
行
う
保
健
事
業
を
ご
案
内
し
ま
す
。

と
き
／【
毎
週
火
曜
日
】10
月
11

日
13
時
30
分
〜
、【
毎
週
水
曜

日
】10
月
12
日
９
時
〜
、【
毎
週

木
曜
日
】10
月
13
日
11
時
〜

対
象
／
水
泳
を
始
め
た
い
成
人
10
人

料
金
／
①
②
と
も
全
10
回

　

４
，４
０
０
円（
入
場
料
別
途

　

３
５
０
円
）

問
長
岡
温
水
プ
ー
ル

☎
０
５
５（
９
４
７
）０
１
７
６

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
会
員
募
集

長
年
培
っ
た
あ
な
た
の
経
験
を

活
か
せ
る
場
所
が
き
っ
と
あ
り
ま

す
。
お
お
よ
そ
60
歳
以
上
の
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
な
ら
ど
な

た
で
も
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

問  

伊
豆
の
国
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５（
９
４
８
）９
５
２
６

司
法
書
士
に
よ
る
遺
言
・

相
続
無
料
相
談
会

　

令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
相
続

登
記
の
義
務
化
が
始
ま
る
こ
と
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　

義
務
化
に
先
立
ち
、
相
続
で
お

悩
み
の
人
を
対
象
に
相
談
会（
無

料
）を
開
催
し
ま
す
。

と
き
／
10
月
15
日（
土
）13
時
〜

16
時

※
予
約
優
先
、
１
組
30
分
程
度

※
事
前
予
約
は
10
月
13
日（
木
）

ま
で
に
電
話
で

と
こ
ろ
／
修
善
寺
生
き
い
き
プ
ラ

ザ（
伊
豆
市
小
立
野
66
‐
１
）

問
静
岡
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎
０
５
４（
２
８
９
）３
７
０
０

行
政
書
士
無
料
相
談
会

と
き
／
10
月
19
日（
水
）９
時
〜

12
時（
事
前
予
約
可
）

と
こ
ろ
／
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ

相
談
内
容
／
相
続
・
終
活（
遺
言
）、

成
年
後
見
、
農
地
法
許
可
な
ど

問
静
岡
県
行
政
書
士
会
伊
豆
支
部

☎
０
５
５
８（
７
６
）０
５
０
０

静
岡
県

　

空
き
家
の
無
料
相
談
会

と
き
／
11
月
19
日（
土
）10
時
〜

15
時（
相
談
は
一
組
30
分
程
度
）

と
こ
ろ
／
伊
豆
長
岡
庁
舎
３
階　

第
１
会
議
室

内
容
／
空
き
家
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
司
法
書
士
、
税
理

士
、
建
築
士
、
宅
建
士
な
ど
の

専
門
家
が
お
答
え
し
ま
す
。

▲配信はこちら

■
利
用
で
き
る
人

　

市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
利
用
方
法

各
施
設
に
電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
各
時
間
５
組
程
度
）

■
そ
の
他

　

誕
生
月
に
、
バ
ー
ス
デ
イ
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（           

）

　

制
作
キ
ッ
ト
や
楽
し
い
遊
び
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

  
  

開
館
時
間
／
９
時
〜
11
時
、
13
時
〜
14
時
30
分

10
月

す
み
れ
広
場　
　

☎
０
５
５（
９
４
９
)０
８
２
３

た
ん
ぽ
ぽ
広
場　

☎
０
５
５
８（
７
６
）６
０
０
６

こ
ど
も
広
場　
　

☎
０
５
５
８（
７
６
）１
３
４
６

対
象
／
県
内
在
住
者
20
人

　

※
完
全
予
約
制

申
込
／
開
催
日
前
日
ま
で

問  

静
岡
県
空
き
家
対
策
推
進
協

議
会
事
務
局

☎
０
５
４（
２
４
７
）３
８
２
３

児
童
手
当
を
支
給
し
ま
す

10
月
14
日（
金
）に
、
児
童
手

当
を
支
給
し
ま
す
。
指
定
口
座
に

４
ヶ
月
分（
６
月
〜
９
月
分
）の

児
童
手
当
を
振
り
込
み
ま
す
の

で
、
17
日（
月
）以
降
、
口
座
を

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
１

農
作
業
の
事
故
を　
　
　

　
　
　

な
く
し
ま
し
ょ
う

９
〜
10
月
は
、
秋
の
農
作
業
安

全
確
認
運
動
期
間
で
す
。
農
作
業

事
故
の
多
く
が
、
単
純
な
ミ
ス
に

よ
る
も
の
で
す
。
基
本
的
な
注
意

事
項
を
確
認
し
、
農

作
業
事
故
ゼ
ロ
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
農
林
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
０

　道路修繕などの工事のため、伊豆縦貫道の一部区間で夜間通行
止めを行います。工事期間中はご迷惑をおかけしますが、皆さんの
ご理解とご協力をお願いします。

伊豆縦貫道夜間通行止めのお知らせ

問 国土交通省沼津河川国道事務所道路管理課
☎ 055-934-2017
問 沼津国道維持出張所
☎ 055-986-1122

規 制場所／伊豆縦貫道　
　　　　　長泉IC ～ 沼津岡宮IC
期間／10 月17 日（月）～10月21日（金）
予備日：10月24日（月）～10月28日（金）

規制時間／21 時～翌6時
　　　　（6時～21時は通行できます）
規 制内容／上下線通行止め

11
日（
火
）

お
は
な
し
会

10
時
〜
10
時
20
分

13
日（
木
）

す
く
す
く
タ
イ
ム
ミ
ニ

10
時
45
分
〜
11
時

18
日（
火
）

ベ
ビ
ー
リ
ズ
ム

　
　
　
　
（
10
月
３
日
予
約
開
始
）

９
時
30
分
〜
10
時

19
日（
水
）

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

リ
ト
ミ
ッ
ク

　
　
　
　
（
10
月
４
日
予
約
開
始
）

９
時
30
分
〜
10
時

10
時
30
分
〜
11
時
15
分

20
日（
木
）

お
は
な
し
会

10
時
10
分
〜
10
時
30
分

21
日（
金
）

誕
生
日
会

10
時
〜
10
時
15
分

25
日（
火
）

お
は
な
し
会

10
時
〜
10
時
20
分

27
日（
木
）

す
く
す
く
タ
イ
ム
の
日

　
　
　
　
　
　
　
（
リ
ズ
ム
遊
び
）

10
時
〜
10
時
30
分

28
日（
金
）

リ
ズ
ム
遊
び

ち
び
っ
こ
リ
ズ
ム

　
　
　
　
（
10
月
３
日
予
約
開
始
）

10
時
〜
10
時
20
分

10
時
30
分
〜
11
時

特
殊
詐
欺
に
ご
用
心
！

　

市
役
所
職
員
な
ど
信
用
性
の
高
い
人
間
に「
な
り

す
ま
し
」て
接
近
し
、
巧
み
な
話
術
で
お
金
を
だ
ま

し
取
る
手
口
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

心
配
な
時
は
大
仁
警
察
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 大仁警察署
☎ 0558-76-0110
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公
共
交
通
の
特
集「
み
ん
な
の

交
通
」を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
市

内
に
は
、
電
車
や
バ
ス
の
交
通
網

が
発
達
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

今
後
も
保
証
さ
れ
て
い
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
こ
の
特
集
で
は
、
公

共
交
通
の
昔
か
ら
現
在
、
未
来
に

つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き

ま
す
。
読
ん

で
み
た
ら
、

公
共
交
通
で

出
か
け
た
く

な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

▼
読
書
の
秋
。
ス
マ
ホ
の
画

面
ば
か
り
で
は
な
く
、
ゆ
っ

く
り
紙
の
本
を
読
む
の
も
い

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
図

書
館
や
書
店
に
足
を
運
ん

で
、
本
と
触
れ
る
機
会
を
増

や
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
大

▼
公
共
交
通
の
特
集
を
組
み

ま
し
た
。
新
し
い
車
も
欲
し

い
し
、
バ
イ
ク
も
愛
す
る
私

で
す
が
、
景
色
を
眺
め
な
が

ら
電
車
に
乗
る
と
癒
さ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
も
使
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
？　
　

芽

▲昭和 3年（1928）の
　駿豆鉄道長岡営業所バス乗り場

問
廃
棄
物
対
策
課

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
１

不
用
品
活
用
バ
ン
ク

　

不
用
品
活
用
バ
ン
ク
に
登
録
す
れ
ば
、「
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
」

「
ゆ
ず
り
た
い
」人
を
探
し
ま
す
。

ゆ
ず
り
ま
す

〇
学
習
机　

〇
ラ
ン
ド
セ
ル（
赤
）　

〇
エ
ア
ベ
ッ
ド

〇
ペ
ン
キ　

〇
カ
ー
テ
ン　

〇
食
器　

〇
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ

〇
ひ
な
人
形　

〇
座
卓

〇
ロ
フ
ト
ベ
ッ
ド　

〇
つ
え

〇
ベ
ビ
ー
カ
ー（
Ｂ
型
）　

〇
め
が
ね
洗
浄
機　

〇
ベ
ッ
ド
枠

〇
エ
ア
ロ
バ
イ
ク　

〇
ロ
デ
オ
ボ
ー
イ　

〇
ト
ー
ト
バ
ッ
グ

〇
ル
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー（
電
動
）　

〇
ス
マ
ホ
バ
ッ
テ
リ
ー

　
　
　
　
　

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

○
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
電
灯　

〇
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー　

〇
草
刈
り
機　

〇
手
話
の
辞
典　

○
小
型
耕
運
機（
手
押
し
）

○
ク
レ
ー
プ
メ
ー
カ
ー　

〇
ソ
フ
ァ（
１
〜
２
人
掛
）　

〇
電
気
（
１
〜
２
升
）　

〇
ワ
ー
プ
ロ　

○
ブ
ロ
ッ
ク（
壁
用
）

○
女
児
ズ
ボ
ン
・
ス
カ
ー
ト（
１
３
０
〜
１
４
０
㎝
）　

○
海
釣
り
道
具　

○
花
ご
ざ（
３
〜
６
畳
）　

○
ミ
シ
ン

〇
琴
の
立
奏
台　

〇
サ
ン
ゆ
う
プ
ー
ル
女
児
水
着（
１
３
０
㎝
）

〇
ミ
キ
サ
ー　

〇
ラ
ジ
オ　

〇
七
輪　

〇
ブ
ル
ー
シ
ー
ト　

〇
毛
糸
・
し
し
ゅ
う
糸　

〇
ベ
ビ
ー
ゲ
ー
ト

※
す
べ
て
無
償
で
の
譲
渡
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
登
録
す
る
品

物
は
原
則
と
し
て
、
譲
る
人
は
、
こ
れ
ま
で
自
己
の
通
常
生

活
に
使
っ
て
い
た
も
の
。
譲
り
受
け
る
人
は
、
今
後
、
自
己

の
通
常
生
活
に
使
う
も
の
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

とき／ 11 月 13 日（日）
　①少年野球教室　９時 45 分～ 12 時 40 分
　②ティーボール教室　13 時 30 分～ 16 時
ところ／さつきヶ丘公園野球場（雨天時：大仁中体育館）
対象／①市内在住の小学 4年生～中学生
　　　② 市内在住の保育園５歳児・幼稚園年長児～小

学校 4年生まで
定員／各 100 人（親子で参加可、申込み多数の場合は抽選）
講師／①読売巨人軍OB選手（投手・野手）
　　　②市内野球スポーツ少年団指導者
持ち物／①マスク・運動できる服装・グローブ・バット
　　　　②マスク・運動できる服装
申込／ 10 月 28 日（金）までに生涯学習課へ申し込み
　※ 市内野球スポーツ少年団に所属する園児と小学生
の申込みは必要ありません。

そ の他／ 11 月 12 日（土）にさつきヶ丘公園で学童野球
大会が開催されます。ぜひ見学にお越しください。

　体育の授業や、集団で活動することを苦
手と感じている小学生向けのスポーツ講座
を開催します。

と き／ 10 月 30 日、11 月 6日、12月 18日、1
月 22日、2月 12日（日曜日開催）
　 9時 15分～ 10時 15分または10 時 45 分～
11 時 45 分のグループのどちらかになります。
ところ／あやめ会館３階　多目的ホール
対 象／小学１～６年生の児童と保
護者10組程度（定員超過の場合、
市民優先で抽選。歩行に困難を伴
わないこと）
料金／１組 400 円（全回数分）
講 師／水野直子さん、
　佐々木直美さん（こども Lab ちあーず）
申 込／ 10 月 3 日（月）～ 10 月 17 日（月）に生涯
学習課窓口、電話、市HPから申し込み

▲市スポラブHP

問 生涯学習課　☎ 055-948-1461

と
こ
ろ
・
と
き
／

伊
豆
長
岡
庁
舎

10
月
19
日（
水
）

　

１
月
18
日（
水
）

大
仁
庁
舎

11
月
16
日（
水
）

　

２
月
15
日（
水
）

韮
山
支
所

12
月
21
日（
水
）

　

３
月
15
日（
水
）

西島瑞毅（中島）水口始（小坂）水口孝子（立花台）

行
政
相
談（
無
料
）

国
の
仕
事
や
そ
の
手
続
き
、
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て「
困
っ
て
い
る
」

「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」「
相
談
す
る
と

こ
ろ
が
わ
か
ら
な
い
」と
い
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
市
で
は
、

毎
月
第
３
水
曜
日
に
、
総
務
大
臣

が
委
嘱
す
る
行
政
相
談
委
員
が
、

秘
密
厳
守
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
１

０お
こ
ま
り５

７な
ら

０ま
る

‐
０ま

る

９く
じ
ょ
ー０

１ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん

１
０

○
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

10
月
17
日（
月
）〜
23
日（
日
）は

　
　
　
　
　

    「
行
政
相
談
週
間
」

お題 ：アナグラム
脳の活性度　★★★★

毎月、正解者の中から抽選で 5人に図書カードをプレゼント！
応 募方法／①クイズの答えと住所、氏名（ふりがな）、年齢　
②広報紙へのご意見・ご感想や身近な話題などを書き添え、
10月 13 日（木）までに郵送（必着）またはメールでご応募く
ださい。ご意見などは、広報などで紹介する場合があります。

申込先／協働まちづくり課（〒410‐2292　長岡 340‐1）
　　　　info@city.izunokuni.shizuoka.jp

先月の答え／特
と く て い け ん し ん

定健診
　　　　　　   正解者は 57 ／ 57 人
図書カード当選者：順不同・敬称略／
　小泉詩央里、杉本恵美佳、髙梨春美、田村一雄、山岸文明
＊当選者へのプレゼントは、10月末までに発送予定です。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

ま
し
た
！

（
三
福
・
30
歳
・
女
性
）

●
若
者
の
活
躍
ぶ
り
を
紹
介
し

て
も
ら
え
る
と
励
み
に
な
り

ま
す
。
（
中
・
78
歳
・
男
性
）

●
お
お
き
く
な
～
れ
に
友
達
が
載

る
の
を
楽
し
く
見
て
い
ま
す
。

（
吉
田
・
５
歳
・
男
性
）

●
た
く
さ
ん
の
花
火
大
会
の
写

真
を
見
て
、
私
も
行
っ
た
気

分
に
な
り
ま
し
た
。

（
大
分
県
・
36
歳
・
女
性
）

●R

レ

デ

ィ

モ

a
d
im

o

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
、
Ｆ
Ｍ
い
ず
の
く
に
を

聴
い
て
、
市
の
情
報
を
集
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
四
日
町
・
65
歳
・
男
性
）

●
夏
休
み
に
大
河
ド
ラ
マ
館
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

（
南
江
間
・
11
歳
・
男
性
）

●
最
近
の
学
校
で
は
、
デ
ジ
タ

ル
化
が
こ
ん
な
に
進
ん
で
い

る
ん
だ
と
思
い
ビ
ッ
ク
リ
し

　

広
報
紙
へ
の
感
想
や
身
近
な

話
題
な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

▼
広
報
9
月
号
を
読
ん
で

●
表
紙
の
写
真
が
大
迫
力
で
す

ご
く
よ
か
っ
た
で
す
。

（
田
京
・
40
歳
・
男
性
）

たくさんのお便り、ありがとうございました。
引き続き、皆さんからのお便りお待ちしています。

市の人口（9月１日現在）
※（　）内は先月比　単位：人

住民登録人口 47,448 （-38）
世帯 21,550 （+6）

男：22,992（-10）女：24,456（-28）

市内ごみ・CO2排出量（7月）
※（　）内は昨年比　単位：ｔ

燃やせるごみ 1,047 （-11）
焼却によるCO2 187（-127）

資源ごみ 323（+14）
埋め立てごみ 15 （-1）
合計 1,385 （+2）
市民 1 人当たり　940.9 ｇ

市内交通事故発生状況（7月）
※（　）内は昨年比　単位：件・人

件数 死者 負傷者
人身事故 13（-10） 0 （0）17 （-13）
うち高齢者 5（+1） 0 （0） 2 （-3）

大仁警察署調べ（数値は確定値です。）

答え ○○○○○○

シ
カ
、
真
剣

（
し
か
し
ん
け
ん
）

プレゼンの
資料

を作るぞ！


